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弘
前
大
学
と
青
森
県
、

弘
前
市
は
、
科
学
技
術
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
共
催

の
も
と
、
平
成
二
十
九
年

十
月
二
十
日
㈮
、「
弘
前

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ　

ヘ
ル
シ
ー

エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
７
」
を
一
橋
講
堂
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
学

内
外
の
先
生
方
や
参
画
機

関
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
様

で
、
東
京
で
の
開
催
が
三

回
目
と
な
る
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
今
回
も
約
七
百
名
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
二
回
と
比
べ
て
も
大

変
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

ご
来
場
の
皆
様
か
ら
も
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

当
拠
点
が
実
施
す
る
健
康
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
最
先
端

研
究
成
果
等
を
ご
紹
介
し
た

ほ
か
、
産
学
官
民
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
ら
が
結
集
し
て
、

今
後
の
新
健
康
産
業
創
出
等

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
首
都
圏
の
有
力
企
業

や
大
学
、
研
究
機
関
、
自
治

体
、
住
民
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

七
百
人
超
が
ご
来
場
い
た
だ

き
、
新
た
な
連
携
や
共
同
研

究
に
む
け
た
貴
重
な
情
報
発

信
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
弘
前
大

学
長 

佐
藤
敬
先
生
、
青
森

県
副
知
事 

佐
々
木
郁
夫
氏
、

弘
前
副
市
長 

山
本
昇
氏
が
挨

拶
し
ま
し
た
。
共
催
者
と
し

て
、（
国
研
）
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
理
事 

白
木

澤
佳
子
氏
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
文
部
科
学
省
文
部
科
学
審

議
官 

伊
藤
洋
一
氏
と
、
Ｃ
Ｏ

Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ビ
ジ
ョ
ン

１
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
リ
ー
ダ
ー

（
前
協
和
発
酵
キ
リ
ン
社
長
） 

松
田
譲
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で

は
、
弘
前
大
学

Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点

長
・
研
究
統
括

（
Ｒ
Ｌ
）・
弘
前

大
学
大
学
院
医

学
研
究
科　

特

任
教
授　

中
路

重
之
先
生
が

「
真
の
健
康
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
を
追
求
す

る
」
と
題
し
、

最
新
の
研
究
や

取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
花

王
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
フ
ェ

ロ
ー
・
弘
前
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
実
装

統
括
（
Ｉ
Ｌ
）

安
川
拓
次
氏
、

協
和
発
酵
バ
イ

オ　

代
表
取
締
役
社
長 

小
谷

近
之
氏
、
著
名
な
料
理
研
究

家 

浜
内
千
波
氏
、
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

清

水
宏
保
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
研

究
最
前
線
（
学
）
で
は
、
京
都

大
学 

奥
野
恭
史
先
生
、
東
京

大
学 

井
元
清
哉
先
生 

平
川
晃

弘
先
生
が
研
究
の
進
捗
等
に
つ

い
て
ご
発
表
し
ま
し
た
。

　

社
会
実
装
リ
レ
ー
（
民
）
で

は
黒
石
市
長 

髙
樋
憲
氏
、
青

森
銀
行
取
締
役 

石
川
啓
太
郎

氏
、
み
ち
の
く
銀
行
専
務 

稲

庭
勉
氏
、
弘
前
保
健
所
管
内
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会 

会
長
の
斎
藤
明
子
氏
が
、
地
域

ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

弘
前
大
学
　
教
授
・
副
理
事（
研
究
担
当
）　
村
　
下
　
公
　
一

会場の様子

や
職
域
で
行
う
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た
。

　

参
画
企
業
に
よ
る
社
会
実
装

リ
レ
ー
で
は
、
ラ
イ
オ
ン 

和
田

氏
、
ベ
ネ
ッ
セ 

吉
田
氏
、
カ

ゴ
メ 

菅
沼
氏
、
エ
ー
ザ
イ 

田

氏
、
ク
ラ
シ
エ 

稲
益
氏
、
イ

オ
ン 

服
部
氏
、
ロ
ー
ソ
ン 

大

矢
根
氏
、
マ
ル
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
サ
ー
ビ
ス
が
ご
発
表
し
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
最
先
端
科
学
×
地
域
健

佐藤学長

康
活
動
→
真
の
健
康
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
2.0
」
を

テ
ー
マ
に
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
特

命
編
集
委
員　

宮
田
満
氏
、

Ｃ
Ｏ
Ｉ
総
括
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー

リ
ー
ダ
ー
代
理
・
名
古
屋
大
学

総
長
補
佐
・
同
大
医
学
部
附
属

病
院 

教
授 

水
野
正
明
先
生

と
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
会 

座
長 

松

島
克
守
先
生
、
前
述
演
者
が
パ

ネ
ラ
ー
と
な
っ
て
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

パネルディスカッション

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
は
、
弘
前

大
学
副
学
長 

柏
倉
幾
郎
先
生

が
挨
拶
し
て
、
会
場
は
温
か
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
当
拠

点
は
今
後
も
、
学
内
外
の
先
生

方
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、

本
Ｃ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
さ

ら
な
る
推
進
と
、
青
森
県
全
体

の
活
性
化
と
地
方
創
生
へ
の
貢

献
を
目
指
し
、
さ
ら
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
、
ご
指
導
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中路先生

浜内氏

白木澤理事

安川氏

清水氏

伊藤文部科学審議官

小谷氏

奥野先生

参画機関パネル展示の様子
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四
二
あ
る
国
立
大
学
医
学
部

の
う
ち
三
〇
の
医
学
部
は
各
都

道
府
県
の
中
で
唯
一
の
医
学
部

と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

い
る
。
一
方
、
平
成
一
六
年
度

の
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
の
導
入
以

降
、
医
師
の
地
域
偏
在
は
拡
大

し
、
診
療
科
間
の
医
師
偏
在
が

進
み
、
基
礎
医
学
系
に
所
属
す

る
医
師
も
導
入
前
に
比
べ
一

五
％
減
少
し
た
。
平
成
二
〇
年

度
か
ら
医
学
部
の
入
学
定
員
は

増
加
し
続
け
、
地
域
定
着
枠
を

導
入
す
る
大
学
も
増
え
た
。
そ

　

さ
る
八
月
一
日
株
式
会
社
生

命
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（Life Science Institute, 

以
下

Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
、
本
社
東
京
、
木
曽

誠
一
代
表
取
締
役
社
長
）
に
よ

り
共
同
研
究
講
座
「
ヘ
ル
ス
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
講

座
」が
開
講
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
日
に
医
学
研

究
科
長
室
で
開
所
式
が

行
わ
れ
、
弘
前
大
学
か

ら
は
、
若
林
孝
一
医
学

研
究
科
長
、
中
路
重
之

特
任
教
授
（
併
任
）、

村
下
公
一
教
授
、
倉
内

静
香
講
師
（
併
任
）、

Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
か
ら
は
健

康
・
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門

長
田
中
智
氏
を
は
じ

め
、
明
石
泰
部
長
、
平

松
重
親
氏
、
吉
原
か
お

る
氏
が
同
席
し
ま
し
た

（
写
真
参
照
）。 

　

Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
は
、
株
式

会
社
三
菱
ケ
ミ
カ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
略
称
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
）
グ

ル
ー
プ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

事
業
の
強
化
・
拡
充
を

図
る
た
め
、
二
〇
一
四

年
四
月
一
日
に
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｍ

Ｃ
Ｈ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

事
業
を
担
っ
て
き
た
、

株
式
会
社
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ

デ
ィ
エ
ン
ス
、
株
式
会

社
エ
ー
ピ
ー
ア
イ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
オ

リ
カ
プ
ス
株
式
会
社
、

健
康
ラ
イ
フ
コ
ン
パ
ス

株
式
会
社
の
四
社
が
、

Ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
の
も
と
で
一

体
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
共
同
研
究
講
座
で
は
、
地

域
の
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
健
康
長
寿
に
寄
与
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
健
診

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
講
座
」の

設
置
に
あ
た
っ
て

デ
ー
タ
や
レ
セ
プ
ト
情
報
を
軸

に
解
析
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

地
域
の
医
療
提
供
の
標
準
化
及

び
適
正
分
配
を
目
指
し
、
合
わ

せ
て
保
健
師
向
け
デ
ー
タ
参
照

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
ま

す
。

　

具
体
的
研
究
内
容
は
以
下
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

❶�

自
治
体
の
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
ま
た
は
レ
セ

　

さ
る
十
月
七
日
、
大
館
市
プ

ラ
ザ
杉
の
子
に
お
い
て
「
大

館
・
北
秋
田
地
域
医
療
推
進
学

講
座
」
活
動
報
告
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
座
を
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
秋
田
県
側
か
ら
は
佐

竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、
鈴
木
洋

一
県
議
会
議
員
、
大
館
市
側
か

ら
は
福
原
淳
嗣
大
館
市
長
、
佐

藤
久
勝
市
議
会
議
長
な
ら
び
に

多
数
の
市
議
会
議
員
、
佐
々
木

睦
男
病
院
管
理
者
、
吉
原
秀
一

大
館
市
立
総
合
病
院
院
長
は
じ

め
病
院
関
係
者
、
ま
た
多
く
の

一
般
市
民
が
参
加
さ
れ
、
本
講

座
に
対
す
る
秋
田
県
の
期
待
の

高
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
敬
学
長
か
ら
秋

田
県
・
大
館
市
へ
の
謝
辞
と
と

も
に
、
弘
前
大
学
と
大
館
・
北

秋
田
地
域
と
の
深
い
歴
史
的
関

係
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
佐

竹
知
事
か
ら
は
秋
田
県
北
地
域

の
医
療
に
対
す
る
弘
前
大
学
の

貢
献
の
大
き
さ
へ
の
感
謝
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
福
原

市
長
か
ら
は
過
去
四
年
間
の
寄

付
講
座
の
活
動
に
対
す
る
感
謝

と
今
後
の
講
座
継
続
へ
の
熱
い

思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
和
嶋
直
紀
准
教
授

か
ら
こ
の
地
域
の
医
療
を
維
持

し
、
発
展
を
目
指
す
た
め
の

「
４
つ
の
事
業
」
に
つ
い
て
の

説
明
と
短
期
成
果
の
報
告
が
あ 

り
ま
し
た
。
第
一
の
事
業
は
、

地
域
か
ら
医
師
を
目
指
す

動
機
付
け
と
し
て
高
校
生

を
対
象
と
す
るFuture 

doctor sem
inar

の
開
催

で
す
。
消
化
器
内
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
形
成
外

科
、
さ
ら
に
関
連
施
設
か

ら
の
べ
二
百
人
を
超
え
る

医
師
、
六
十
名
も
の
医
学

科
学
生
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
三
度
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
数
年
秋
田

県
か
ら
本
学
医
学
部
へ
の

入
学
者
数
は
着
実
に
増
加
し
て

い
ま
す
（
図
１
）。
第
二
の
事

業
は
、
大
館
市
立
総
合
病
院
で

の
初
期
研
修
の
魅
力
を
高
め
る

取
り
組
み
で
す
。
大
館
市
立
総

合
病
院
で
は
十
分
なcom

m
on 

disease

の
研
修
が
で
き
ま
す

が
、
さ
ら
に
救
急
医
療
の
現
場

を
描
い
た
ド
ラ
マ
「
コ
ー
ド
・

ブ
ル
ー
」
の
舞
台
と
も
な
っ
た

日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
都
市
型

地
域
定
着
枠
の
現
状
と
課
題

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長
　
若
　
林
　
孝
　
一

共
同
研
究
講
座

社
会
医
学
講
座
　
特
任
教
授
　
中
　
路
　
重
　
之

プ
ト
デ
ー
タ
と
健
診
デ
ー
タ

を
突
合
さ
せ
、
地
域
の
問
題

と
対
策
の
提
案
が
出
来
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

❷ 

❶
と
連
携
し
、
重
症
化
予
防

対
策
に
有
効
な
保
健
師
向
け

の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る

❸ 

健
康
増
進
、
未
病
対
策
と
し

て
、
医
療
費
抑
制
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
考
案
す
る
。
処

方
及
び
調
剤
等
の
薬
剤
デ
ー

タ
利
用
も
考
慮
し
、
地
域
の

薬
局
等
と
も
連
携
し
て
健
康

増
進
・
未
病
対
策
に
活
用
す

る
。

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
目
標
で

あ
り
、
た
と
え
ば
法
的
な
問
題

も
あ
り
レ
セ
プ
ト
情
報
が
現
時

点
で
は
自
由
に
入
手
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

を
見
据
え
て
健
康
づ
く
り
の
経

済
的
効
果
を
含
め
た
研
究
に
発

展
さ
せ
た
い
と
意
気
込
ん
で
お

り
ま
す
。
現
在
、
鰺
ヶ
沢
町
と

協
定
を
結
び
作
業
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　

本
共
同
研
究
講
座
に
は
中
路

重
之
特
任
教
授
（
社
会
医
学
講

座
）
と
倉
内
静
香
講
師
（
社
会

医
学
講
座
）
が
併
任
し
、
Ｌ
Ｓ

Ｉ
Ｉ
か
ら
は
吉
原
か
お
る
氏
が

客
員
研
究
員
と
し
て
参
画
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
分

野
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「
大
館
・
北
秋
田
地
域
医
療
推
進
学
講
座
」

活
動
報
告
会
を
終
え
て

大
館
・
北
秋
田
地
域
医
療
推
進
学
講
座
　
教
授
　
袴
　
田
　
健
　
一

（
消
化
器
外
科
学
講
座
　
教
授
）

総
合
診
療
を
学

べ
る
東
京
医
科

大
学
八
王
子
医

療
セ
ン
タ
ー
、

究
極
の
地
域
医

療
で
あ
る
離
島

医
療
を
学
べ
る

石
垣
島
の
沖
縄

県
立
八
重
山
病

院
や
関
連
離
島

診
療
所
と
相
互

交
流
協
定
を
結

び
、
多
様
な
研

修
を
可
能
に
し

ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て

か
、
二
年
前
か

ら
大
館
市
立
総

合
病
院
の
臨
床

研
修
は
フ
ル
マ
ッ
チ
が
続
い
て

い
ま
す
。
現
在
、
秋
田
県
で
最

も
人
気
の
高
い
研
修
病
院
で
す
。

さ
ら
に
、
第
三
、
第
四
の
事
業

と
し
て
、
医
療
従
事
者
の
た
め

の
高
度
医
療
支
援
の
た
め
の
遠

隔
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る

公
開
講
座
開
催
な
ど
の
事
業
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
佐
々
木
賀
広

医
療
情
報
部
教
授
か
ら
は
医
学

部
附
属
病
院
被
紹
介
患
者
数

デ
ー
タ
に
見
る
大
館
・
北
秋
田

地
域
と
附
属
病
院
の
関
係
性
の

深
さ
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、

地
域
全
体
の
医
療
情
報
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
や
受
領
動
向
解
析
を

通
じ
て
、
こ
の
地
域
の
医
療
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

地
域
医
療
の
厳
し
い
現
状
、

今
後
の
寄
付
講
座
へ
の
期
待
な

ど
、
様
々
な
意
見
や
診
療
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
が
、
会
場
は

百
二
十
名
も
の
参
加
者
を
得

て
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
結
果
、
自
治
医
大
、
防
衛
医

大
、
産
業
医
大
を
除
く
七
八
大

学
の
う
ち
定
着
枠
を
導
入
し
て

い
る
医
学
部
は
七
一
と
な
り
、

総
募
集
定
員
は
一
六
一
七
名
で

医
学
生
の
六
人
に
一
人
が
定
着

枠
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
今

回
は
い
く
つ
か
の
資
料
を
も
と

に
定
着
枠
に
関
す
る
全
国
の
現

状
を
紹
介
し
、
そ
の
課
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

現
在
、
弘
前
大
学
医
学
部
医

学
科
の
定
員
は
一
三
二
名
（
学

士
編
入
を
含
む
）
で
あ
り
、
う

ち
六
七
名
が
定
着
枠
で
あ
る
。

全
国
的
に
定
着
枠
が
最
も
多
い

の
は
札
幌
医
大
で
一
一
〇
名
の

う
ち
九
〇
名
、
次
い
で
旭
川
医

大
が
一
二
二
名
の
う
ち
七
二

名
、
福
島
県
立
医
大
が
一
三
〇

名
の
う
ち
六
〇
名
で
あ
り
、
北

海
道
、
東
北
の
医
師
不
足
の
状

況
を
反
映
し
て
い
る
。

　

次
に
学
力
で
あ
る
が
、
全
国

的
に
み
て
定
着
枠
入
学
者
の
ス

ト
レ
ー
ト
卒
業
率
お
よ
び
医
師

国
家
試
験
現
役
合
格
率
は
全
国

平
均
お
よ
び
非
定
着
枠
入
学
者

を
上
回
っ
て
お
り
、
学
力
的
な

問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
弘

前
大
学
医
学
科
に
お
い
て
も
入

試
形
態
別
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
成
績
を

分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
定

着
枠
入
学
者
と
他
の
入
試
形
態

と
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
に
関
し
て

は
、
定
着
枠
の
卒
業
者
は
九

四
・
五
％
が
地
元
（
出
身
大
学

と
同
じ
県
）
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
い
る
。
こ
れ
は
定
着
枠
以
外

の
卒
業
者
の
地
元
マ
ッ
チ
ン
グ

率
（
四
四
・
八
％
）
と
比
べ
高

い
数
値
で
あ
る
。
た
だ
し
、
奨

学
金
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
定
着

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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図１　秋田県からの弘前大学医学部医学科
　　　入学者数の推移
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付
け
で
薬
剤
学
講
座
教
授
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
就
任
に
あ

た
り
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
青

森
市
に
生
ま
れ
、
青
森
高
校
を

卒
業
後
、
東
北
薬
科
大
学
へ
進

学
し
ま
し
た
。
大
学
四
年
次
に

お
け
る
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
で
の
病
院
実
習
を
終
え
た

時
点
で
、
業
務
以
外
の
時
間
に

研
究
を
実
践
で
き
る
環
境
に
惹

か
れ
、
卒
業
後
す
ぐ
に
、
当
院

薬
剤
部
に
就
職
し
ま
し
た
。
研

究
活
動
は
業
務
終
了
後
と
な
る

た
め
、
帰
宅
時
間
は
大
抵
十
時

を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
当
時
薬
剤

学
講
座
の
教
授
で
あ
ら
れ
た
菅

原
和
信
先
生
の
「
大
学
病
院
に

勤
務
す
る
薬
剤
師
は
、
業
務
も

研
究
も
活
性
化
で
き
る
人
材
と

な
る
べ
き
」
と
の
理
念
の
も

と
、
そ
の
両
立
を
目
指
し
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
主

に
健
常
人
を
対
象
と
し
た
臨
床

薬
物
動
態
に
関
す
る
検
討
で
あ

り
ま
し
た
。
入
職
後
四
年
が
経

過
し
た
時
点
で
、
非
常
勤
職
員

と
し
て
任
期
満
了
を
迎
え
、
一

年
間
近
隣
の
病
院
に
勤
務
し
、

そ
の
後
、
再
び
当
院
に
採
用
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
入
院
患
者
さ
ん
に

対
す
る
服
薬
指
導
を
中
心
と
し

た
薬
剤
管
理
指
導
業
務
の
推
進

が
図
ら
れ
、
私
も
消
化
器
・
乳

腺
・
甲
状
腺
外
科
病
棟
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
病
棟
活
動

は
私
の
薬
剤
師
人
生
を
大
き
く

左
右
す
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
活
動
の
一
つ
が
、
生

体
肝
移
植
患
者
に
お
け
る
免
疫

抑
制
薬
の
投
与
設
計
で
あ
り
、

血
中
濃
度
解
析
結
果
に
基
づ
き

最
適
な
投
与
量
を
予
測
し
、
医

師
に
提
案
す
る
個
別
化
薬
物
投

与
設
計
の
実
践
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
研
究
と
し
て
実
践
し
て
き

た
薬
物
動
態
解
析
が
、
本
活
動

を
通
じ
、
臨
床
現
場
で
も
患
者

出身県 卒業大学 研修先 研修終了後にＡ県に
定着する割合　　　

Ａ県 Ａ県 Ａ県 90％
Ａ県 Ａ県 Ｂ県 36％
Ａ県 Ｂ県 Ａ県 79％
Ａ県 Ｂ県 ＢまたはＣ県 9％
Ｂ県 Ａ県 Ａ県 79％

枠
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
が
実

施
し
た
最
近
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
卒
後
一
年
目
の
離
脱
率
は

二
％
で
あ
る
が
、
二
年
目
は

二
％
、
三
年
目
は
七
％
、
四
年

目
は
一
二
％
と
な
っ
て
お
り
、

マ
ッ
チ
ン
グ
時
の
離
脱
率
は
低

い
が
、
専
門
医
研
修
の
開
始
時

期
に
離
脱
者
が
増
え
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
弘

前
大
学
医
学
科
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
国
的

に
は
奨
学
金
を
貸
与
さ
れ
て
い

な
い
定
着
枠
が
全
体
の
三
六
％

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
卒
業

者
の
離
脱
率
は
奨
学
金
受
給
者

を
上
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
る
。

　

表
は
厚
生
労
働
省
が
臨
床
研

修
修
了
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
あ

る
。
こ
れ
を
見
る
と
研
修
修
了

後
に
Ａ
県
に
定
着
す
る
割
合
が

高
い
の
は
以
下
の
三
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ａ
県

の
出
身
者
が
地
元
（
Ａ
県
）
の

医
学
部
を
卒
業
し
Ａ
県
で
研
修

を
行
っ
た
場
合
（
九
〇
％
が
定

着
）、
Ａ
県
の
出
身
者
が
他
県

（
Ｂ
県
）
の
医
学
部
を
卒
業
し

た
が
Ａ
県
に
戻
り
研
修
を
行
っ

た
場
合
（
七
九
％
が
定
着
）、

他
県
（
Ｂ
県
）
の
出
身
者
が
Ａ

県
の
医
学
部
を
卒
業
し
Ａ
県
で

研
修
を
行
っ
た
場
合
（
七
九
％

が
定
着
）
で
あ
る
。
一
方
、
Ａ

県
の
出
身
者
が
地
元
（
Ａ
県
）

の
医
学
部
を
卒
業
し
て
も
他
県

（
Ｂ
県
）
で
研
修
を
行
っ
た
場

合
に
は
三
六
％
し
か
Ａ
県
に
は

戻
っ
て
こ
な
い
。

　

地
域
定
着
枠
制
度
は
地
方
に

お
け
る
慢
性
的
医
師
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
制

度
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
弘
前

大
学
医
学
部
で
は
、
こ
の
制
度

の
導
入
後
も
変
わ
る
こ
と
な

く
、
循
環
型
医
師
育
成
の
中
で

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
て

い
る
。
今
後
も
卒
業
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
定
着
率
を
高
め

る
た
め
の
継
続
的
な
努
力
を
、

各
大
学
と
都
道
府
県
、
国
が
協

力
し
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

教
授
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

薬
剤
学
講
座
　
教
授
　
新
　
岡
　
丈
　
典

さ
ん
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を

強
く
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
投

与
量
の
予
測
が
う
ま
く
い
か
ず

落
ち
込
む
日
も
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
現
消
化
器
外
科
学
講
座

の
教
授
で
あ
ら
れ
る
袴
田
健
一

先
生
を
は
じ
め
、
現
在
、
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
に
異
動
さ

れ
第
二
移
植
外
科
部
長
を
な
さ

れ
て
い
る
鳴
海
俊
治
先
生
や
当

講
座
の
多
く
の
先
生
方
か
ら
の

ご
指
導
と
励
ま
し
の
お
言
葉
に

支
え
ら
れ
、
約
十
年
に
亘
り
本

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
臨
床
現
場
に
は
研
究

テ
ー
マ
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

識
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
素
晴
ら

し
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
貴
重

な
期
間
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

そ
の
頃
、
薬
物
代
謝
酵
素
や
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
遺
伝
子
多

型
を
解
析
し
、
臨
床
現
場
で
の

個
別
化
薬
物
投
与
設
計
に
応
用

す
る
試
み
が
、
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
戦
略

を
習
得
し
た
く
思
い
、
本
領
域

で
精
力
的
に
研
究
を
な
さ
れ
て

い
る
現
秋
田
大
学
医
学
部
薬
剤

学
講
座
の
教
授
で
あ
ら
れ
る
三

浦
昌
朋
先
生
の
ご
指
導
の
も
と

で
経
験
を
積
む
こ
と
を
決
意
い

た
し
ま
し
た
。
六
年
半
に
亘
る

本
院
で
の
医
師
の
先
生
方
と
の

共
同
臨
床
研
究
は
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
、
三

度
、
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病

院
で
働
く
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
学
病
院
の
最

大
の
魅
力
は
、
日
常
の
活
動
の

中
で
生
ま
れ
た
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
を
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
に
繋
げ
、
ア
ウ
ト
カ

ム
を
発
信
で
き
る
環
境
が
あ
る

こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま

す
。
何
分
に
も
浅
学
非
才
の
身

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
環
境

を
大
切
に
育
み
、
前
薬
剤
学
講

座
の
教
授
で
あ
ら
れ
る
早
狩
誠

先
生
が
築
か
れ
た
伝
統
を
継
承

し
、
弘
前
大
学
お
よ
び
地
域
医

療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
最
大
限

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指

導
な
ら
び
に
ご
鞭
撻
の
程
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
た
び
は

優
れ
た
教
育
に

関
す
る
業
績
を

上
げ
た
教
員
の

表
彰
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
よ

う
な
表
彰
と
は

無
縁
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
の

で
、
驚
き
と
同
時
に
大
変
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
神
経
精
神
医
学
の
講
義

や
実
習
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
精
神
科
疾
患
は
定
義
が
あ

い
ま
い
で
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い

と
学
生
さ
ん
よ
り
聞
い
て
お
り

ま
し
た
。
理
由
は
日
常
場
面
で

「
優
れ
た
教
育
に
関
す
る
業
績
を
上
げ
た

教
員
の
表
彰
」
を
受
け
て

平成29年度

神
経
精
神
医
学
講
座
　
准
教
授
　
古
　
郡
　
規
　
雄

精
神
疾
患
に
遭
遇
す
る
機
会
の

少
な
い
学
生
に
は
想
像
し
に
く

い
世
界
だ
か
ら
で
す
。
さ
ら

に
、
病
態
解
明
が
他
科
に
比
べ

大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
お
り
、

症
候
学
的
分
類
か
ら
暫
定
的
診

断
名
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
現

状
で
す
。
実
際
私
自
身
が
本
当

に
そ
の
よ
う
な
疾
患
が
実
在
す

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

診
療
し
て
い
る
状
態
で
、
人
に

疾
患
を
教
え
る
こ
と
に
大
変
な

難
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
し

た
。
一
方
で
多
く
の
患
者
さ
ん

が
精
神
的
な
問
題
で
悩
み
、
社

会
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
そ
の
た
め
、

患
者
さ
ん
の
苦
痛
を
軽
減
す
る

実
学
と
し
て
精
神
医
学
を
理
解

す
る
こ
と
は
ど
の
診
療
科
の
医

師
に
も
必
要
な
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
教
育
に
関
す
る
心
の
師

は
（
故
）
石
崎
高
志
先
生
で
す
。

深
浦
出
身
で
国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
か
ら
熊
本
大
学
薬
学
部

教
授
に
な
ら
れ
た
方
で
世
界
的

な
臨
床
薬
理
学
者
で
す
。
私
は

入
局
直
後
か
ら
石
崎
先
生
の
と

こ
ろ
に
短
期
留
学
し
て
い
た
関

係
も
あ
り
、
弘
前
大
学
医
学
部

の
薬
理
学
の
特
別
講
義
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
勝
手
に

お
邪
魔
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
授
業

の
面
白
さ
は
格
別
で
し
た
。
標

準
語
、
津
軽
弁
、
英
語
を
巧
み

に
織
り
交
ぜ
、
堂
々
し
た
口
調

で
、
教
科
書
レ
ベ
ル
の
話
、
最

新
研
究
レ
ベ
ル
の
話
を
明
快
に

区
別
し
な
が
ら
伝
え
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
石
崎
先
生
の
よ

う
な
芸
達
者
で
は
な
い
た
め
、

映
画
や
動
画
を
用
い
た
り
、
模

擬
患
者
を
演
じ
た
り
、
診
療
場

面
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
数
多
く

話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ

Ｌ
臨
床
実
習
で
は
「
自
殺
の
要

因
と
医
師
に
で
き
る
対
策
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
グ
ル
ー
プ
の
議

論
と
自
殺
企
図
を
し
た
患
者
へ

の
初
期
対
応
を
テ
ー
マ
に
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
で
医
師
と
患
者
役
を

体
験
す
る
と
い
う
実
習
を
八
年

間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
医
師
に
な
り
救

急
医
療
に
携
わ
っ
た
と
き
の
適

切
な
初
期
対
応
が
青
森
県
の
自

殺
の
再
企
図
予
防
に
つ
な
が
る

と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
大
学
院
生
に
対
し
て

は
「
本
人
が
診
療
で
感
じ
て
い

る
（
困
っ
て
い
る
）
疑
問
」
を

研
究
テ
ー
マ
に
し
、
研
究
指
導

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
が

今
回
評
価
さ
れ
た
の
で
は
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
を
育
て
る
こ
と
は
難
し
く

か
つ
到
達
点
が
見
え
づ
ら
い
た

め
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と

に
迷
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
今
回
の
表
彰
を
励
み
に
さ

ら
な
る
改
善
を
繰
り
返
し
、
弘

前
大
学
医
学
部
か
ら
数
多
く
の

良
医
が
輩
出
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
回
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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第
十
四
回
国
際
く
も
膜
下
出

血
会
議
（V

asospasm
 2017

）

が
、
平
成
二
十
九
年
九
月
三
十

日
か
ら
十
月
三
日
に
か
け
て
、

ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
会

は
、
く
も
膜
下
出
血
後
の
脳
血

管
攣
縮
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
病
態
や
治
療
に
関
す
る
最
新

の
知
見
が
発
表
さ
れ
る
重
要
な

国
際
学
会
で
、
一
九
七
六
年
に

創
設
さ
れ
隔
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
「Effi

cacy of 
edaravone, a free radical 
scavenger, on early brain 
injury after experim

ental 
subarachnoid hem

orrhage

」

の
発
表
を
行
い
、
優
秀
口
演
発

表
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま

す
。

　

従
来
、
脳
動
脈
瘤
破
裂
に
よ

る
く
も
膜
下
出
血
後
の
遅
発
性

神
経
脱
落
症
状
は
脳
主
幹
動
脈

の
狭
小
化
（
脳
血
管
攣
縮
）
が

主
因
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
脳
血
管
攣
縮
に

対
す
る
治
療
の
み
で
は
予
後
の

向
上
に
は
至
ら
ず
、
最
近
で

は
、
発
症
超
早
期
の
病
態
と
し

て
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
に
よ
る
神

経
細
胞
死
、
大
脳
皮
質
拡
延
性

抑
制
、
微
小
循
環
障
害
な
ど
が

予
後
に
影
響
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
早
期
脳
損
傷early brain 

injury

（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
）
と
し
て
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
演
題
は
、
Ｅ

Ｂ
Ｉ
発
生
の
重
要
な
一
因
と
さ

れ
て
い
る
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
着

目
し
、
ラ
ッ
ト
く
も
膜
下
出
血

モ
デ
ル
を
用
い
て
酸
化
ス
ト
レ

ス
の
抑
制
が
Ｅ
Ｂ
Ｉ
を
改
善
し

得
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
得

ら
れ
た
研
究
成
果
で
す
。
抗
酸

化
ス
ト
レ
ス
剤
の
投
与
に
よ

り
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
を
構
成
す
る
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
、
血
液
脳
関
門
破

綻
、
脳
浮
腫
の
全
て
が
有
意
に

改
善
し
、
神
経
脱
落
症

状
の
有
意
な
軽
快
も
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
実

験
結
果
か
ら
、
従
来
の

脳
血
管
攣
縮
に
対
す
る

治
療
に
加
え
て
、
発
症

早
期
か
ら
Ｅ
Ｂ
Ｉ
に
対

す
る
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良

い
予
後
が
得
ら
れ
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
当
科
で
は
、
三
十

年
来
、
く
も
膜
下
出
血

の
病
態
に
お
い
て
脳
微

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日

か
ら
十
七
日
に
か
け
て
第
十

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
不
整
脈
学

会
学
術
集
会
（A

PH
RS2017

）

が
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。Y

oung Investigator 
A

w
ard Com

petition

に
お
い

て
「Potential role of W

CD
 

in judgem
ent of IC

D
 im

-
plantation

」
と
い
う
演
題
で

H
onorary M

ention

に
選
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
場
を
借
り
て
受
賞
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

着
用
型
自
動
除
細
動
器
（
Ｗ

Ｃ
Ｄ
）
は
心
室
頻
拍
／
心
室
細

動
（
Ｖ
Ｔ
／
Ｖ
Ｆ
）
を
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
停
止
さ
せ
、
心
臓
突

然
死
を
回
避
す
る
着
脱
可
能
な

自
動
除
細
動
器
で
あ
り
、
本
邦

で
の
保
険
適
応
で
は
三
か
月
間

の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
急
性
心
筋
梗
塞
や
心
不
全

発
症
の
急
性
期
か
ら
亜
急
性
期

で
は
Ｖ
Ｔ
／
Ｖ
Ｆ
発
症
の
リ
ス

ク
が
高
い
も
の
の
、
至
適
治
療

後
心
機
能
の
改
善
も
期
待
で

き
、
植
込
み
型
除
細
動
器
（
Ｉ

Ｃ
Ｄ
）
は
必
ず
し
も
必
要
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ

Ｃ
Ｄ
植
込
み
の
適
応
を
判
定
す

る
ま
で
の
期
間
中
に
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を

使
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を
離

脱
後
の
追
跡
可
能
な
七
十
症
例

を
後
ろ
向
き
に
解
析
し
、
Ｗ
Ｃ

Ｄ
使
用
適
応
お
よ
び
そ
の
予
後

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
Ｗ

Ｃ
Ｄ
を
使
用
し
た
七
十
症
例
の

う
ち
三
十
四
症
例
（
四
九
％
）

は
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み
ま
で
の
ブ

リ
ッ
ジ
療
法
と
し
て
使
用
さ

れ
、
全
例
で
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
込
み
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
三
十
六

症
例
（
五
一
％
）
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｄ
適
応
判
定
目
的
に
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を

使
用
し
て
お
り
ま
し
た
。
至
適

治
療
後
も
心
機
能
の
改
善
が
み

ら
れ
な
い
例
や
Ｖ
Ｔ
に
対
す
る

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
不
成
功
に

終
わ
っ
た
六
例
の
み
に
Ｉ
Ｃ
Ｄ

植
込
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
で
、
ス
テ
ン
ト
治
療
な
ど
の

至
適
治
療
に
よ
り
リ
ス
ク
の
低

減
が
な
さ
れ
た
症
例
や
心
機
能

の
改
善
が
得
ら
れ
た
症
例
（
Ｉ

小
循
環
障
害
な
ど
の
脳
血
管
攣

縮
以
外
の
要
因
が
影
響
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
演
題
も
そ
の
一
連
の
研

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
九
年
七

月
十
四
日
・
十
五
日
に
京
都
で

開
催
さ
れ
た
第
四
十
八
回
日
本

膵
臓
学
会
大
会
に
お
き
ま
し

て
、PanCA

N
 Y

oung Inves-
tigator A

w
ard

を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
受
賞
報
告
と
発
表

内
容
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

演
題
名
は
、「
２
型
糖
尿
病

長
期
罹
患
はE-Cadherin

の
Ｄ

Ｎ
Ａ
過
剰
メ
チ
ル
化
を
通
じ
て

膵
導
管
癌
の
予
後
を
増
悪
さ
せ

る
」で
す
。
背
景
と
し
ま
し
て
、

ま
ず
、
膵
導
管
癌
は
生
物
学
的

悪
性
度
が
極
め
て
高
く
、
現
状

で
は
長
期
予
後
を
得
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
新
規
治
療
法
の

開
発
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
膵
導
管
癌
発
症
の
危
険
因

子
と
し
て
２
型
糖
尿
病
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
２
型
糖
尿
病

第
14
回 

国
際
く
も
膜
下
出
血
会
議

14 th International Conference on Neurovascular Events after Subarachnoid Hemorrhage

O
ral Presentation Aw

ard

を
受
賞
し
て

附
属
病
院
　
脳
神
経
外
科
　
講
師
　
奈
良
岡
　
征
　
都

究
活
動
自
体
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
今
後

さ
ら
に
研
究
を
重
ね
く
も
膜
下

出
血
の
予
後
向
上
に
寄
与
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
末
尾

な
が
ら
大
熊
教
授
な
ら
び
に
教

室
の
諸
先
生
方
に
一
方
な
ら
ぬ

ご
指
導
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
適
応
判
定
目
的
に
Ｗ
Ｃ
Ｄ

を
使
用
し
た
八
三
％
）
で
は
Ｉ

Ｃ
Ｄ
植
込
み
を
回
避
し
て
お
り

ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
と

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
回
避
し
た
症

例（
三
十
例
）全
て
に
お
い
て
、

Ｗ
Ｃ
Ｄ
離
脱
後
の
観
察
期
間
内

（
中
央
値
五
百
八
十
六
日
）
に

Ｖ
Ｔ
／
Ｖ
Ｆ
や
失
神
、
不
整
脈

死
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

科
で
実
践
し
て
い
る
Ｗ
Ｃ
Ｄ
を

使
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｄ
適
応
判
定
方

法
は
、
Ｖ
Ｔ
／
Ｖ
Ｆ
発
症
の
高

リ
ス
ク
患
者

に
対
し
て
、

急
性
期
の
リ

ス
ク
低
減
お

よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｄ 

植
込
み
適
応

判
定
の
た
め

の
妥
当
な
管

理
方
法
と
結

論
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｄ
は

二
〇
一
四
年

に
本
邦
に
導

入
後
も
保
険

償
還
の
問
題

か
ら
使
用
が

限
定
的
で
あ

る
た
め
、
適

切
な
管
理
方
法
お
よ
び
そ
の
予

後
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
研
究
結
果
を
踏

ま
え
、
Ｗ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
Ｖ
Ｔ
／

Ｖ
Ｆ
発
症
高
リ
ス
ク
患
者
の
適

切
な
管
理
方
法
を
確
立
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
不
整
脈
先
進
治
療
学
講

座
佐
々
木
真
吾
准
教
授
、
循
環

器
腎
臓
内
科
学
講
座
富
田
泰
史

教
授
、
そ
し
て
教
室
員
の
皆
様

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
院
四
年
（
消
化
器
外
科
学
講
座
）　
齋
　
藤
　
　
　
傑

第
48
回 

日
本
膵
臓
学
会
大
会

PanCAN Young Investigator Award

を
受
賞
し
て

第
10
回 

ア
ジ
ア
太
平
洋
不
整
脈
学
会
学
術
集
会
（APHRS2017

）

Young Investigator Aw
ard Com

petition

H
o
n
o
rary M

en
tio

n
を
受
賞
し
て

総
合
地
域
医
療
推
進
学
講
座
　
助
教
　
石
　
田
　
祐
　
司

長
期
罹
患
に
よ
り
予
後
が
増
悪

す
る
と
い
う
報
告
が
存
在
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
機

序
に
関
し
て
は
未
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
私

た
ち
は
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
Ｄ
Ｎ

Ａ
過
剰
メ
チ
ル
化
に
注
目
し
ま

し
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
過
剰
メ
チ
ル
化

に
よ
り
癌
抑
制
遺
伝
子
が
抑
制

さ
れ
る
こ
と
で
癌
の
発
症
・
進

展
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
、
膵
導
管
癌
に
お

い
て
もp16

やE-Cadherin

と

い
っ
た
遺
伝
子
に
お
い
て
こ
の

現
象
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
２
型
糖
尿
病
罹

患
期
間
に
よ
るE-Cadherin

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
過
剰
メ
チ
ル
化
の

程
度
に
つ
い
て
膵
導

管
癌
手
術
検
体
を
用

い
て
解
析
し
、
予
後

と
の
相
関
に
つ
い
て

も
検
討
し
ま
し
た
。

結
果
、
罹
患
期
間
が

三
年
以
上
の
群
で

E-Cadherin

の
Ｄ
Ｎ

Ａ
過
剰
メ
チ
ル
化
は

有
意
に
増
加
し
、
同

群
に
お
い
て
予
後
が

有
意
に
増
悪
す
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
結
果
か
ら
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
過
剰
メ
チ
ル
化

の
膵
導
管
癌
患
者
に
対
す
る
新

た
な
治
療
標
的
と
し
て
の
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
本
研

究
は
単
一
遺
伝
子
の
み
の
研
究

で
あ
り
、
２
型
糖
尿
病
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
状
況
や
内
服
薬
の
影

響
と
い
っ
た
因
子
に
つ
い
て
も

ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
将
来
的
な

臨
床
応
用
を
目
指
し
て
、
さ
ら

な
る
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
受
賞
に
あ
た
り
本

研
究
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し

た
、
消
化
器
外
科
学
講
座
の
袴

田
健
一
教
授
、
分
子
病
態
病
理

学
講
座
の
水
上
浩
哉
教
授
を
始

め
と
し
た
、
両
講
座
の
先
生

方
、
ス
タ
ッ
フ
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
励

み
に
臨
床
、
研
究
活
動
に
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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れ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
Ｍ
Ｐ

Ｐ
機
能
を
ど
の
よ
う
な
患
者
に

使
用
し
、
ま
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ
治
療
の

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ｍ
Ｐ
Ｐ
を

開
始
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て

は
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ

り
、
我
が
国
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス

の
構
築
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
日
、

三
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た

第
六
十
五
回
北
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
総
会
・
学
術
講
演
会
に

お
い
て
、
優
秀
演
題
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　

演
題
名
は
「
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ

を
使
用
し
、
生
児
を
得
た

Castlem
an

症
候
群
合
併
妊
娠

の
一
例
」
で
す
。

　

Castlem
an

症
候
群
と
は
、

一
九
五
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
病

理
医Castlem

an

に
よ
り
報
告

さ
れ
た
原
因
不
明
の
リ
ン
パ
増

殖
性
疾
患
で
す
。
稀
な
疾
患

で
、食
思
不
振
、微
熱
、浮
腫
、

胸
腹
水
、
皮
疹
な
ど
の
多
彩
な

症
状
を
呈
し
ま
す
。
難
治
例
で

は
ヒ
ト
化
抗IL-6

受
容
体
抗
体

で
あ
る
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
を
用
い

ま
す
。
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
は
本
邦

で
初
め
て
開
発
さ
れ
た
抗
体
医

薬
で
、
世
界
初
のCastlem

an

症
候
群
治
療
薬
で
す
が
、
妊
婦

で
の
持
続
投
与
の
症
例
報
告

は
、
こ
れ
ま
で
世
界
的
に
も
認

め
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
私
が
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
症
例
で
す
が
、
妊
娠
前

か
らCastlem

an

症
候
群
の
診

断
で
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
を
使
用
し

て
お
り
ま
し
た
。
妊
娠
成
立
を

契
機
に
一
時
休
薬
し
ま
し
た

が
、Castlem

an

症
候
群
の
症

状
増
悪
を
認
め
た
た
め
、
十
分

な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ

ン
ト
の
後
に
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
を

再
開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
産

科
的
異
常
な
く
経
過
し
、
妊
娠

四
十
週
三
日
に
二
七
七
〇
ｇ
の

男
児
を
自
然
分
娩
で
出
産
し
て

お
り
ま
す
。
児
は
小
児
科
に
御

診
察
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特

に
異
常
所
見
を
認
め
ま
せ
ん
で

し
た
。
授
乳
に
つ
い
て
は
、
ト

シ
リ
ズ
マ
ブ
は
分
子
量
が
大
き

く
乳
汁
移
行
は
少
な
い
と
さ

れ
、
患
者
希
望
も
あ
り
母
乳
育

児
の
方
針
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

も
母
児
と
も
に
特
に
問
題
な
く

経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
症
例
で
は
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ

の
休
薬
でCastlem

an

症
候
群

の
増
悪
を
認
め
た
た
め
妊
娠
中

も
投
与
を
継
続
し
ま
し
た
が
、

明
ら
か
な
有
害
事
象
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
妊
婦
に
対

す
る
ト
シ
リ
ズ
マ
ブ
の
投
与
継

続
例
と
し
て
は
世
界
初
の
症
例

報
告
で
あ
り
、
今
後
は
更
な
る

　

心
臓
再
同
期
療
法
（Cardiac 

Resynchronization T
herapy: 

CRT
）
は
従
来
の
薬
物
に
よ
る

心
不
全
治
療
で
十
分
な
効
果
の

得
ら
れ
な
い
、
主
に
左
脚
ブ

ロ
ッ
ク
（Left bundle branch 

block

：LBBB

）
型
伝
導
障
害

を
伴
っ
た
治
療
抵
抗
性
心
不
全

に
対
し
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
を
用

い
て
心
収
縮
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

是
正
し
心
収
縮
効
率
の
改
善
を

図
る
治
療
法
で
す
。
二
十
年
以

上
も
前
か
ら
臨
床
応
用
が
な
さ

れ
て
い
る
治
療
法
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
十
分
な
臨
床
エ
ビ
デ

ン
ス
を
有
す
る
確
立
さ
れ
た
治

療
法
で
す
が
、
治
療
開
始
後
に

も
臨
床
反
応
性
の
乏
し
い
治
療

非
反
応
群
（non-responder: 

N
R

）
が
三
〇
％
～
四
〇
％
の

割
合
で
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｒ
の
背

景
に
は
同
じ
Ｌ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
で
も
臨

床
背
景
の
違
い
に
よ
り
伝
導
障

害
に
多
様
性
の
認
め
ら
れ
る
こ

と
や
心
筋
梗
塞
後
な
ど
心
筋
の

変
性
が
進
行
し
た
瘢
痕
組
織

の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
多
様
な
背
景
を
呈
す

る
心
不
全
に
対
す
る
新
た
な
治

療
選
択
肢
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
の
が
左
室

多
点
ペ
ー
シ
ン

グ
（m

ultipoint 
pacing

：M
PP

）

で
す
。
従
来
の

Ｃ
Ｒ
Ｔ
で
は
右

心
房
、
右
心
室

に
加
え
、
冠
静

脈
内
に
留
置
さ

れ
た
ペ
ー
シ
ン

グ
リ
ー
ド
を
用

い
た
左
室
心
外

膜
側
か
ら
の
左

室
ペ
ー
シ
ン
グ

が
な
さ
れ
ま
す

が
、
Ｍ
Ｐ
Ｐ
で

は
四
つ
の
電
極

を
有
し
た
左
室

ペ
ー
シ
ン
グ
リ
ー
ド
を
用
い
て

一
心
拍
の
間
に
左
室
の
異
な
る

二
点
を
ほ
ぼ
同
時
に
ペ
ー
シ
ン

グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
左
室
内

伝
導
の
不
均
一
性
が
さ
ら
に
改

善
さ
れ
、
従
来
の
Ｃ
Ｒ
Ｔ
よ
り

も
電
気
的
均
一
性
、
そ
し
て
血

行
動
態
的
に
も
有
用
で
あ
る
こ

と
が
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。
八
月
か
ら
こ
の
Ｍ
Ｐ

Ｐ
機
能
の
搭
載
さ
れ
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ

デ
バ
イ
ス
（
図
）
の
使
用
が
可

能
と
な
り
、
八
月
一
日
に
は
国

内
の
数
施
設
で
本
デ
バ
イ
ス
の

植
込
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

幸
運
に
も
当
科
で
も
同
日
に
植

込
み
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
、

Ｍ
Ｐ
Ｐ
機
能
を
用
い
た
Ｃ
Ｒ
Ｔ

へ
の
新
た
な
扉
が
開
か
れ
た
訳

で
す
。
当
日
植
込
み
が
な
さ
れ

た
慢
性
心
不
全
例
は
植
込
み

後
、
劇
的
に
心
不
全
症
状
の
軽

減
が
得
ら
れ
、電
気
的
指
標（
心

電
図
で
の
Ｑ
Ｒ
Ｓ
幅
）、
血
行

動
態
（
エ
コ
ー
評
価
）
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
改
善
が
得
ら

れ
、
今
後
我
が
国
で
も
普
及
が

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

症
例
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
同

様
の
症
例
が
あ
っ
た
場
合
、
私

の
発
表
が
診
療
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
学
術
講
演

左室多点ペーシングを搭載した CRT デバイス
（左：除細動器、右：ペースメーカ）

附
属
病
院
　
産
科
婦
人
科
　
助
手
　
田
　
中
　
誠
　
悟

第
65
回
北
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
・
学
術
講
演
会

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

会
前
日
に
毎
年
開
催
さ
れ
る
野

球
大
会
に
お
い
て
先
発
投
手
と

し
て
一
回
途
中
四
失
点
で
降
板

し
た
私
に
と
っ
て
、
教
室
の
皆

様
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
贖
罪

の
意
味
で
大
変
大
き
な
受
賞
で

し
た
。
そ
の
後
の
現
地
同
窓
会

で
は
研
修
医
の
先
生
か
ら
の
新

入
室
宣
言
と
い
う
大
変
喜
ば
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
今
回
の

学
会
を
励
み
に
し
て
、
日
々
の

診
療
や
研
究
に
対
し
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
受
賞
に
あ
た
り
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
横
山
良
仁
教
授

を
は
じ
め
、
産
科
婦
人
科
学
教

室
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
心
不
全
治
療
の
新
た
な
選
択
肢
：

 

左
室
多
点
ペ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
心
臓
再
同
期
療
法
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）」

不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座
　
准
教
授
　
佐
々
木
　
真
　
吾

　

食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
は
下
部
食

道
括
約
筋
が
緩
ま
な
く
な
る
こ

と
、
正
常
な
食
道
蠕
動
運
動
が

障
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
食
物

の
通
過
障
害
が
生
じ
る
疾
患
で

す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
胸
痛

や
嘔
吐
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど

様
々
な
病
態
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
①
ア
カ
ラ
シ
ア
バ
ル
ー

ン
と
い
う
固
い
風
船
で
内
側
か

ら
広
げ
る
方
法
、
②
外
科
的
に

食
道
の
外
側
か
ら
筋
層
切
開
す

る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
①
は
拡
張
圧
が
高
す
ぎ
た

場
合
に
食
道
穿
孔
の
可
能
性
が

あ
り
、
ま
た
圧
が
十
分
に
上
が

ら
な
い
と
拡
張
が
不
十
分
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
、
②
は
外
科
手
術
の
た
め
体

に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
〇
八
年
に
昭

和
大
学 

井
上
晴
洋
教
授
が
経

口
内
視
鏡
的
筋
層
切
開
術 

（per ‒ oral endoscopic m
yot-

om
y

：PO
EM

）
を
開
始
し
、

二
〇
一
七
年
九
月
ま
で
に
全
国

で
約
二
千
三
百
人
の
患
者
さ
ん

に
対
し
て
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
が
行
わ
れ

て
お
り
良
好
な
治
療
成
績
・
安

全
性
が
証
明
さ
れ
て
お
り
ま
す

（
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
は
保

険
適
応
と
な
り
ま
し
た
）。
そ

の
よ
う
な
中
で
私
は
二
〇
一
六

年
四
月
か
ら
二
〇
一
七
年
三
月

食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
に
対
す
る
経
口
内
視
鏡
的

筋
層
切
開
術
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
を
終
え
て

附
属
病
院
　
消
化
器
内
科
，
血
液
内
科
，
膠
原
病
内
科
　
助
教
　
立
　
田
　
哲
　
也

ま
で
の
一
年
間
、
昭
和
大
学
江

東
豊
洲
病
院
消
化
器
セ
ン
タ
ー

へ
国
内
留
学
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
治
療
は
全
身
麻
酔
下

に
行
い
ま
す
。
口
か
ら
内
視
鏡

を
入
れ
食
道
の
狭
窄
部
よ
り
約

一
〇
㎝
口
側
の
粘
膜
に
二
㎝
の

穴
を
あ
け
粘
膜
の
裏
側
へ
入
り

込
み
ま
す
。
そ
し
て
通
過
障
害

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
内
輪
筋

を
縦
に
切
開
し
ま
す
。
最
後
に

粘
膜
に
開
け
た
穴
を
縫
い
合
わ

せ
終
了
し
ま
す
。
重
篤
な
偶
発

症
は
非
常
に
少
な
い
治
療
で
あ

り
入
院
期
間
は
八
日
程
度
で

す
。

　

国
内
留
学
し
た
一
年
間
で
三

十
八
例
の
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
術
者
と

し
て
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、

私
と
近
い
学
年

の
医
師
た
ち
が

全
国
各
地
お
よ

び
海
外
か
ら
Ｐ

Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
学
ぶ

た
め
留
学
に
来

て
お
り
、
大
変

良
い
刺
激
と
な

り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年

四
月
に
弘
前
大

学
医
学
部
附
属

病
院
へ
戻
り
、

同
年
七
月
に
青

森
県
第
一
例
目

の
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を

施
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
無
事
終

了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

手
術
当
日
に
来

院
し
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い

た
昭
和
大
学 

井
上
教
授
、
国

内
留
学
お
よ
び
当
院
で
の
事
前

の
準
備
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
福
田
眞
作
病
院
長
、
当
日

お
世
話
に
な
っ
た
麻
酔
科
お
よ

び
当
科
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
こ

こ
で
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

二
〇
一
七
年
十
月
ま
で
に
合

計
五
件
の
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
北
東
北
で
は
当

院
で
の
み
施
行
し
て
お
り
、
同

地
域
の
食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
で
苦

し
ん
で
い
る
方
々
の
症
状
改
善

の
手
助
け
に
な
る
よ
う
に
今
後

も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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入
試
専
門
委
員
長
　
上
　
野
　
伸
　
哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座
　
教
授
）

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
開
催
し
て

平
成
29
年
度

お
祝
い
の
言
葉
の
後
、
学
部
卒

業
生
お
よ
び
大
学
院
修
了
者
に

学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
大
学
院
医
学
研

究
科
秋
季
学
位
記
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
医
学
研
究
科
で

は
秋
季
学
位
授
与
者
が
毎
年
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
四
年
の
修
業

年
限
内
に
修
了
で
き
る
学
生
が

減
少
し
た
こ
と
で
す
。
大
学
院

が
部
局
化
さ
れ
た
平
成
十
九
年

度
か
ら
、
学
位
論
文
と
し
て
提

　

弘
前
大
学
秋
季
学
位
記
授
与

式（
学
部
お
よ
び
大
学
院
）が
、

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日

に
大
学
会
館
大
集
会
室
で
行
わ

れ
、
大
学
院
医
学
研
究
科
十
五

名
を
含
む
五
十
名
に
学
位
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
学
長
の

秋季学位記授与式、入学式
医学研究科長　若　林　孝　一

出
さ
れ
る
論
文
は
す
べ
て
査
読

制
の
あ
る
雑
誌
に
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

結
果
、
な
か
な
か
論
文
が
採
択

さ
れ
ず
、
学
位
論
文
の
採
択
を

待
っ
て
い
る
四
年
生
が
以
前
よ

り
も
増
え
ま
し
た
。
も
う
一
つ

の
理
由
は
、
修
業
年
限
短
縮
制

度
を
用
い
て
修
了
す
る
学
生
が

増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
医
学

研
究
科
で
は
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
上
げ
た
学
生
に
つ
い
て

は
、
三
年
あ
る
い
は
三
年
半
で

修
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
修
業

年
限
短
縮
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
春
季
入
学
で
半

年
早
く
修
了
す
る
学
生
と
秋
季

入
学
で
一
年
早
く
修
了
す
る
学

生
は
、
秋
季
学
位
記
授
与
式
で

学
位
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
年
度
の
医
学
研
究

科
の
秋
季
修
了
生
は
甲
の
十
五

名
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
六
名

は
修
業
年
限
短
縮
制
度
を
利
用

し
て
修
了
さ
れ
た
方
で
し
た
。

今
回
の
学
位
論
文
は
何
れ
も
素

晴
ら
し
い
内
容
で
あ
り
、
学
位

授
与
者
の
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度

の
秋
季
学
位
記
伝
達
式
に
は
六

名
が
出
席
し
、
研
究
科
長
か
ら

学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
）。

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
に

は
、
秋
季
入
学
式
（
学
部
お
よ

び
大
学
院
）
が
同
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
大
学
院
医

学
研
究
科
一
名
を
含
む
二
十
一

名
が
入
学
し
、
そ
の
多
く
は
海

外
か
ら
の
留
学
生
で
し
た
。

学位を授与された６名の大学院生（後列）
　

平
成
二
十
九
年
度
は
六
月
十

日
お
よ
び
八
月
七
日
の
二
回

に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。
第

一
回
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
六
月
十
日
に

は
、
三
コ
マ
の
講

義
；
⑴
医
学
部
長

の
若
林
孝
一
先
生

か
ら 

「
弘
前
大
学

医
学
部
の
姿
勢
と

将
来
性
」、
⑵
附

属
病
院
長 

福
田

眞
作
先
生
よ
り

「
躍
進
を
続
け
る

弘
前
大
学
医
学
部

附
属
病
院
」、
⑶

入
試
専
門
委
員

長 

上
野
よ
り「
弘

前
大
学
Ａ
Ｏ
入
試

選
抜
の
概
要
及
び

弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
教
育
の
概

要
」
と
質
疑
応
答

を
行
い
、
第
二
回
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
八
月
九
日
に
お
い
て
は
、

四
コ
マ
の
講
義
；
⑴
医
学
部
長

　

弘
前
大
学
に
入
学
し
て
一
年

半
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
今
で

も
弘
前
大
学
に
合
格
し
た
日
の

こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て

い
ま
す
。
他
大
学
を
卒
業
し
、

二
度
目
の
大
学
と
し
て
弘
前
大

学
の
医
学
部
に
入
学
で
き
た
こ

と
は
私
の
人
生
を
大
き
く
変
化

さ
せ
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
何

も
か
も
が
新
鮮
に
映
り
ま
し

た
。
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
と
本
町

キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
き
来
や
、
初

め
て
の
医
学
の
授
業
、
実
習
で

初
め
て
袖
を
通
し
た
白
衣
、
大

学
の
正
門
の
看
板
や
、
附
属
大

学
病
院
を
見
て
も
胸
が
躍
り
ま

し
た
。
今
は
二
年
生
に
な
り
、

文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
く
こ
と

も
、
大
学
の
正
門
の
看
板
を
ま

じ
ま
じ
と
見
る
こ
と
も
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
入
学
当
初
と
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
初
め
て
触
れ
る
数
々

の
講
義
内
容
や
、
先
輩
方
か
ら

聞
く
実
習
の
様
子
、
日
々
医
学

的
知
識
が
身
に
つ
い
て
い
る
実

感
、
同
じ
毎
日
を
過
ご
す
同
期

の
存
在
な
ど
、
今
で
も
た
く
さ

ん
の
も
の
が
私
の
大
学
生
活
を

照
ら
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

医
師
に
な
る
上
で
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
は
膨

大
で
す
。
二
年
生
の
私
で
さ
え

日
々
そ
れ
を
実
感
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度

成
績
優
秀
学
生
に
選
ば
れ
て

医
学
部
医
学
科
二
年
　
井
　
上
　
貴
　
子

の
若
林
孝
一
先
生
か
ら
「
弘
前

大
学
医
学
部
の
歩
み
と
こ
れ
か

ら
」、
⑵
弘
前
大
学
長
の
佐
藤

敬
先
生
よ
り
「
北
日
本
の
医
学

を
担
う
諸
君
へ
」、
⑶
学
務
委

員
長 

鬼
島
宏
先
生
よ
り
「
弘

前
大
学
医
学
部
医
学
科
の
教

育
」、
⑷
入
試
専
門
委
員
長 

上

野
よ
り
「
弘
前
大
学
Ａ
Ｏ
入
試

選
抜
の
概
要
」
を
行
っ
た
後
、

青
森
県
健
康
福
祉
部
よ
り
「
医

師
修
学
資
金
貸
与
制
度
に
つ
い

て
」
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
お
よ
び
第
二
回
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
百
三
十
四
名
、
七
十
一
名

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
を
得

て
お
り
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
参

加
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
Ａ
Ｏ

入
試
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ

フ
ィ
ス
入
試
）
の
目
的
、
意
図

を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
こ
と

が
目
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
弘
前
大
学
医
学
部
の
歴

史
、
使
命
、
方
針
を
示
し
、『
郷

土
を
愛
す
医
師
の
育
成
』
と
い

う
目
的
遂
行
へ
の
足
が
か
り
と

考
え
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
リ
ン

グ
に
は
、
青
森
県
を
は
じ
め
と

し
て
、
北
か
ら
北
海
道
、
岩
手

県
、
秋
田
県
、
山
形
県
よ
り
高

校
生
、
保
護
者
、
高
校
関
係
者

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

三
十
一
年
度
よ
り
、
入
学
定
員

が
現
在
よ
り
減
少
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
Ａ
Ｏ
定

員
も
削
減
予
定
で
す
が
、
Ａ
Ｏ

入
試
で
求
め
る
も
の
は
、
将
来

の
弘
前
大
学
医
学
部
、
さ
ら
に

は
青
森
お
よ
び
日
本
の
医
療
及

び
医
学
を
担
う
人
材
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
円
滑
な
運
営
、
実
施
と

担
っ
た
事
務
の
方
々
、
さ
ら
に

講
義
担
当
の
教
員
の
み
な
さ
ま

に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

学
年
が
上
が
れ
ば
、
そ
し
て
医

師
と
し
て
現
場
に
立
て
ば
痛
感

す
る
こ
と
で
あ
る
と
想
像
し
ま

す
。
そ
れ
を
、
興
味
を
持
て
ず

に
無
味
乾
燥
に
覚
え
て
行
く
こ

と
は
、
険
し
い
道
の
り
を
更
に

困
難
な
も
の
に
す
る
と
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
な
に
か
ほ
ん
の

少
し
で
も
自
分
の
興
味
に
引
っ

か
か
る
部
分
を
見
つ
け
ら
れ
れ

ば
、
た
ち
ま
ち
面
白
い
も
の
に

な
る
の
も
ま
た
事
実
だ
と
思
い

ま
す
。
い
つ
で
も
好
奇
心
旺
盛

で
い
る
こ
と
、
楽
し
さ
を
見
つ

け
る
こ
と
、
医
学
を
学
ぶ
こ
と

の
誇
り
と
責
任
の
重
さ
を
持
ち

続
け
て
い
た
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
け
た
こ
と
を
大
変
に
誇
り

に
思
う
と
同
時
に
、
色
々
な

方
々
の
協
力
な
し
に
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
機
会
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
選
考
し
て
下
さ
っ
た
委

員
の
方
々
、
講
義
や
講
座
配
属

で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、

一
緒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
勉

強
を
し
た
仲
間
が
い
た
お
か
げ

で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
い
つ

で
も
信
じ
て
支
え
て
く
れ
る
家

族
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
弘
前
大
学
に
合
格
し
た
あ

の
日
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

日
々
邁
進
し
て
生
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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ず
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
肥
満
や

糖
尿
病
に
よ
っ
て
作
ら
れ
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
に
敏
感
に
な
っ
て
い

る
子
宮
内
膜
に
作
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
子
宮
体
癌
が
発
生
す

る
、
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

肥
満
予
防
、
糖
尿
病
予
防
が
子

宮
体
癌
予
防
に
つ
な
が
る
と
い

う
子
宮
体
癌
も
生

活
習
慣
病
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

座
席
が
九
割
ほ

ど
埋
ま
っ
て
お
り

聴
衆
の
健
康
に
対

す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。
質
疑
応
答

の
時
間
で
も
更
年

期
障
害
は
予
防
で

き
る
の
か
、
子
宮

体
癌
予
防
に
は
ど

の
よ
う
な
食
生
活

が
良
い
か
な
ど
活

発
な
質
問
が
発
せ

ら
れ
発
表
者
か
ら

の
回
答
に
納
得
し

た
様
子
で
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し

た
医
学
研
究
科
広

報
委
員
会
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
お
よ
び
同

附
属
病
院
に
お
い
て
系
統
解

剖
、
病
理
解
剖
お
よ
び
法
医
解

剖
の
た
め
に
御
遺
体
を
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
百
三
十

六
柱
の
御
霊
に
対

し
て
弔
意
を
捧
げ

る
た
め
、
平
成
二

十
九
年
度
弘
前
大

学
医
学
部
解
剖
体

慰
霊
祭
が
十
月
三

日
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
弘
前
市
文

化
セ
ン
タ
ー
一
階

大
ホ
ー
ル
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
慰

霊
祭
に
は
ご
遺
族

百
十
名
な
ら
び
に

本
学
白
菊
会
会
員

八
十
余
名
の
方
々

に
ご
臨
席
賜
り
、

ま
た
各
方
面
か
ら

多
く
の
ご
来
賓
を

お
迎
え
し
、
医
学

科
お
よ
び
保
健
学

科
の
教
職
員
と
学

生
が
参
列
し
て
し

め
や
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
式

に
先
立
ち
、
弘
前

大
学
医
学
部
管
弦

楽
団
に
よ
る
献
体

者
慰
霊
の
た
め
の

演
奏
が
行
わ
れ
、

会
場
全
体
が
厳
か

な
空
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
ま
ず
初

め
に
参
列
者
全
員

に
よ
る
黙
祷
を
捧

げ
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
昨

年
か
ら
本
年
の
慰

霊
祭
ま
で
に
医
学
の
教
育
と
発

展
の
た
め
に
ご
献
体
さ
れ
ま
し

た
方
々
の
ご
芳
名
が
奉
読
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
若
林
孝
一

弘
前
大
学
医
学
部

解
剖
体
慰
霊
祭

平
成
２９
年
度

生
体
構
造
医
科
学
講
座
　
講
師
　
渡
　
邉
　
誠
　
二

医
学
部
長
よ
り
祭
詞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
の
に
引
き
続
き
、
医

学
科
二
年
生
の
女
屋
隼
人
さ
ん

が
学
生
代
表
と
し
て
、
ご
献
体

い
た
だ
き
ま
し
た
諸
霊
に
対
す

る
感
謝
と
ご
遺
族
へ
の
御
礼
の

意
の
こ
も
っ
た
弔
辞
を
捧
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
若
林
医
学
部

長
、
福
田
眞
作
附
属
病
院
長
、

木
田
和
幸
保
健
学
科
長
、
医
学

科
二
年
生
の
上
田
は
る
菜
さ

ん
、
保
健
学
科
三
年
生
の
加
藤

夢
梨
さ
ん
、
林
朋
子
白
菊
会
理

事
長
に
よ
る
代
表
献
花
が
行
わ

れ
、
福
田
附
属
病
院
長
よ
り
ご

参
列
頂
き
ま
し
た
方
々
へ
の
御

礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
参
列
者
全
員
が

献
花
を
行
い
、
慰
霊
祭
は
滞
り

な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
、
医
学
部
教

職
員
、
ご
遺
族
な
ら
び
に
白
菊

会
会
員
の
方
々
が
弘
前
市
墓
地

公
園
に
あ
る
医
学
部
納
骨
・
埋

骨
施
設
に
参
拝
い
た
し
ま
し

た
。
献
体
者
名
簿
を
お
納
め

し
、黙
祷
を
捧
げ
、医
学
部
長
、

白
菊
会
理
事
長
、
参
列
者
に
よ

る
献
花
と
続
き
、
系
統
解
剖
担

当
講
座
の
下
田
浩
教
授
よ
り
参

列
し
て
頂
き
ま
し
た
方
々
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ら
れ
て
、
参
拝

式
は
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
墓
地
公
園
は
、
早
朝

か
ら
降
り
続
い
た
雨
も
あ
が
り

山
頂
に
雲
を
頂
く
岩
木
山
を
見

渡
せ
る
空
の
下
、
参
列
者
を
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
常
の
喧

騒
を
一
時
で
も
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
よ
う
な
し
っ
と
り
と
し
た

初
秋
の
午
後
で
し
た
。

　

動
物
慰
霊
式
を
十
月
二
十
五

日
に
執
り
行
い
ま
し
た
。
幸
い

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
式
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方

に
献
花
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。
慰
霊
式
の
後
、「
遺
伝

子
組
換
え
動
物
を
用
い
た
疾
患

モ
デ
ル
の
開
発
お
よ
び
疾
患
原

因
遺
伝
子
の
解
析
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
に
て
、
東
北
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科　

附
属
動
物

実
験
施
設
長
・
教
授　

三
好
一

郎
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

三
好
先
生
は
、
日
本
実
験
動

物
学
会
、
日
本
実
験
動
物
医
学

会
な
ど
、
実
験
動
物
に
か
か
わ

る
学
会
の
評
議
委
員
お
よ
び
委

員
と
し
て
、
大
学
の
実
験
動
物

お
よ
び
動
物
施
設
の
検
証
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま

平
成
29
年
度

実
験
動
物
慰
霊
式

附
属
動
物
実
験
施
設
長
　
上
　
野
　
伸
　
哉

（
脳
神
経
生
理
学
講
座
　
教
授
）

す
。
本
記
念
講
演
で
は
、
先
生

が
作
製
さ
れ
た
雌
性
生
殖
器
に

特
異
的
に
発
癌
す
る
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
（
輸
卵
管

特
異
的
タ
ン
パ
ク
遺
伝
子

O
vgp1

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を
付
け

たSV
40

ウ
ィ
ル
ス
由
来large 

T
 antigen 

（
Ｔ
ａ
ｇ
） 

遺
伝
子

導
入
し
た
も
の
）
を
例
に
、
遺

伝
子
機
能
解
析
を
目
的
と
し
た

遺
伝
子
組
換
え
動
物
が
、
機
能

解
析
だ
け
で
な
く
、
疾
患
の
診

断
・
治
療
の
有
用
な
モ
デ
ル
動

物
開
発
に
つ
な
が
る
こ
と
を
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
手
法
の
み
な

ら
ず
、
自
然
発
症
ミ
ュ
ー
タ
ン

ト
を
利
用
し
た
疾
患
原
因
遺
伝

子
の
同
定
、
発
症
機
構
を
解

明
、
正
常
遺
伝
子
導
入
に
よ
る

治
療
ア
プ
ロ
ー
チ

な
ど
従
来
の
フ
ォ

ワ
ー
ド
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
を
利
用

し
た
研
究
も
紹
介

い
た
だ
き
ま
し

た
。
弘
前
大
学
の

動
物
実
験
施
設
も

近
年
組
換
え
動
物

の
匹
数
が
増
え
、

そ
の
研
究
に
お
け

る
重
要
性
も
年
々

高
ま
っ
て
い
ま

す
。
動
物
施
設
と

し
て
も
組
換
え
動

物
飼
養
管
理
の
精

度
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

医
学
研
究
科
学
内
公
開
講
座

「
女
性
の
一
生
」
の
開
催
報
告

産
科
婦
人
科
学
講
座
　
教
授
　
横
　
山
　
良
　
仁

　

九
月
二
十
二
日
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
き
ま
し
て
水
上
浩
哉
教
授

の
司
会
の
下
、
産
科
婦
人
科
学

講
座
か
ら
樋
口
毅
保
健
学
科
教

授
、
飯
野
香
理
助
教
、
私
の
三

名
で
女
性
の
一
生
を
テ
ー
マ
と

し
て
一
般
市
民
を
対
象
に
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
の
一
生
は
な
ん
と
言
い

ま
し
て
も
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ

る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
女
性
ホ
ル

モ
ン
）
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
思

春
期
に
は
初
潮
を
迎
え
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
が
徐
々
に
分
泌
さ
れ
始

め
る
こ
と
で
ま
だ
月
経
は
不
安

定
な
た
め
月
経
不
順
や
月
経
困

難
症
と
い
っ
た
月
経
に
伴
う
疾

患
が
多
い
こ
と
、
性
成
熟
期
に

は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
安
定
量
維

持
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
期
は
妊

娠
出
産
の
時
期
で
も
あ
り
、
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
妊
娠
準
備
状
態

を
作
り
ま
す
。
ま
た
子
宮
筋
腫

や
子
宮
内
膜
症
と
い
っ
た
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
に
依
存
す
る
疾
患
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
閉
経
期
に
入
り
ま
す
と

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
徐
々
に
分
泌

が
減
少
し
て
い
き
更
年
期
障
害

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
体
の

不
調
を
訴
え
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
を
抜
き
に
し
て
は
女
性
の

一
生
を
語
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
が
あ
り

ま
し
た
。

　

樋
口
教
授
は
、「
中
高
年
か

ら
気
を
つ
け
た
い
病
気
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
中
高
年
以
降
の

健
康
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
が
低
下
、
欠
乏
す
る
更
年
期

以
降
に
増
え
る
疾
患
、
特
に
早

く
気
が
つ
い
て
、
予
防
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
う
つ
状
態
、
脂

質
異
常
症
、
骨
粗
鬆
症
を
強
調

し
た
内
容
で
し
た
。
飯
野
助
教

か
ら
は
「
母
子
手
帳
は
一
生
の

宝
物
」
と
題
し
て
周
産
期
合
併

飯野香理先生 樋口毅先生 横山良仁先生

症
と
そ
の
後
の
心
血
管
疾

患
の
関
連
性
と
エ
ク
オ
ー

ル
と
い
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
効
用
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
エ
ク
オ
ー

ル
は
体
内
で
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
様
の
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

や
妊
娠
糖
尿
病
を
発
症
し

た
女
性
は
将
来
高
率
に
心

血
管
疾
患
や
糖
尿
病
を
発
症
す

る
た
め
、
過
去
の
妊
娠
、
出
産

の
記
録
を
詳
細
に
記
録
し
た
母

子
手
帳
の
活
用
を
発
表
で
は
呼

び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ク

オ
ー
ル
は
更
年
期
症
状
の
緩
和

に
役
立
つ
可
能
性
を
説
明
し
ま

し
た
。
私
は
、
閉
経
後
な
い
は
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附
属
病
院
　
消
化
器
外
科
　
医
員
　
若
　
狭
　
悠
　
介

「Future D
octor 

Sem
inar in 

大
館
」に

参
加
し
て

高
校
生
外
科
手
術
体
験
セ
ミ
ナ
ー
in
大
館

　

九
月
二
十
三
日
㈯
に
医
療
分

野
に
興
味
を
持
つ
高
校
生
を
対

象
と
し
て
「
第
三
回 Future 

D
octor Sem

inar in 

大
館 

～

未
来
の
医
師
た
ち
へ
～
」 

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
大
館

市
立
総
合
病
院
を
会
場
と
し
て

大
館
市
内
や
周
辺
地
域
の
高
校

二
・
三
年
生
四
十
八
名
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
弘

前
大
学
消
化
器
外
科
の
先
生
方

を
は
じ
め
、
弘
前
大
学
消
化
器

内
科
の
先
生
方
、
大
館
市
立
総

合
病
院
の
先
生
・
研
修
医
の
方 

々
、
本
学
の
医
学
生
の
方
々
、

そ
し
て
協
力
企
業
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
数
は
医
師
・
研
修
医
三
十
五

名
、
医
学
生
二
十
名
、
協

力
企
業
三
十
一
名
の
総
勢

八
十
六
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
は
レ

ク
チ
ャ
ー
の
後
、
実
際
に

手
術
室
で
使
用
し
て
い
る

術
衣
を
ま
と
い
、
手
術
室

体
験
・
自
動
吻
合
器
コ
ー

ナ
ー
、
超
音
波
切
開
凝
固

装
置
コ
ー
ナ
ー
、
腹
腔
鏡

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
縫
合
結

紮
コ
ー
ナ
ー
、
腹
壁
縫
合

コ
ー
ナ
ー
、
内
視
鏡
コ
ー

ナ
ー
、
そ
し
て
超
音
波
検

査
コ
ー
ナ
ー
の
七
つ
の

コ
ー
ナ
ー
を
順
に
ま
わ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際
に

手
術
で
使
用
す
る
機
器
を

使
用
し
て
豚
の
肝
臓
や
手

羽
元
に
対
し
て
実
践
さ
な

が
ら
の
手
術
を
体
験
し
た
り
、

外
科
医
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

縫
合
・
結
紮
の
指
導
を
受
け
た

り
と
、
医
療
に
興
味
を
持
つ
高

校
生
に
と
っ
て
は
非
常
に
魅
力

的
な
内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
高
校
生
た
ち
も
最
初
は
緊

張
し
た
表
情
が
目
立
ち
ま
し
た

が
、
時
間
が
た
つ
ご
と
に
慣
れ

て
き
て
積
極
的
に
取
り
組
む
人

も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ー

ナ
ー
体
験
の
終
了
後
に
、
袴
田

教
授
か
ら
参
加
し
た
高
校
生
一

人
一
人
に
弘
前
大
学
医
学
部
の

紋
章
の
入
っ
た
修
了
証
書
の
授

与
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
自
動

縫
合
器
コ
ー
ナ
ー
で
の
伝
統
の

合
言
葉
、「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
の

掛
け
声
を
参
加
者
全
員
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
館
市
出
身
と
い
う
こ

と
で
地
元
の
後
輩
で
あ
る
高
校

生
に
向
け
て
、
外
科
医
を
志
し

た
理
由
や
消
化
器
外
科
の
仕
事

に
つ
い
て
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

を
担
当
し
ま
し
た
。
つ
た
な
い

レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
中
に
は
熱
心
に
聞
い
て
く

れ
る
人
も
お
り
ま
し
た
。
大
館

市
周
辺
で
も
医
療
過
疎
が
進
行

し
て
い
る
地
域
が
あ
り
医
療
資

源
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

将
来
一
緒
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
人
が
出
て
き
て
く
れ
た
ら
非

常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

十
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
弘
前
大
学
文

化
祭
に
お
い
て
、
今
年
も
医
学

科
は
医
学
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
ス
タ
ッ
フ
は
百
五
十

人
を
超
え
、
一
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
実
に
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
来
場
者
も

三
千
人
ほ
ど
来
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
の
医
学
展
の
コ
ン
セ

プ
ト
・
目
的
は
「
医
療
従
事
者

と
患
者
の
距
離
を
縮
め
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
お
互
い
の
情

報
や
価
値
観
を
共
有
し
、
相
互

理
解
が
深
ま
る
場
と
し
て
、
医

学
展
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思

い
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身

の
健
康
へ
の
関
心
を
深
め
、
ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ

と
で
、
短
命
県
返
上
を
も
狙
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
今

年
は
昨
年
と
変
わ
り
、
外
科
・

救
急
・
健
診
・
精
神
・
産
科
・

臓
器
・
お
薬
と
全
七
ブ
ー
ス
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
も
改
善

し
、
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、
精
神
ブ
ー
ス

で
は
Ｖ
Ｒ
を
用
い
て
、
統
合
失

調
症
の
世
界
を
体
験
し
て
も
ら

い
、
疾
患
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
産
科

ブ
ー
ス
で
は
、
例
年
は
産
婦
人

科
ブ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
婦
人

科
の
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
産
科
に
し
ぼ

り
、
出
産
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
し
、
出
産
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
な
い
の
で

す
が
、
ど
の
ブ
ー
ス
も
大
変
魅

力
的
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
ひ
と
え
に
先
生
方
の
ご

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

脳血管病態学講座　教授　今　泉　忠　淳
　東医体は、東日本医科学生体育連盟が主催する大会で、37の医学部・医科
大学が参加しています。各加盟校には参与、理事、評議員がおり、本学の参与
は若林孝一医学部長で、今泉が３年前より理事を拝命しております。また、今
年度の評議員は、女子バレー部の古関久美子（４年）さんが務めています。評
議員会、理事会は、年に２回春と秋に開催され、東医体の運営にあたっていま
す。東医体は、60年続いている伝統のある大会で、現在の参加者は数千人に
のぼり、主管校の運営にかける労力は大変なものになっています。私が出席す
る理事会では、各競技の計画、予算、決算、安全対策などを審議しています。
　平成29年度の第60回東日本医科学生体育大会（東医体）夏期競技は、信州
大学医学部が代表主管で、東京慈恵会医科大学、東京女子医科大学、横浜市立
大学医学部との共同主管として、例年通り８月に開催されました。今年も、弘
前大学医学部医学科からも多くの学生が15の競技に参加しました。主な好成
績を古関久美子さんが取りまとめてくださいましたので、〈表〉に示しました。
なお、冬季競技のスキーは３月に田沢湖で開催される予定です。また、来年度
の東医体は福島県立医科大学の代表主管で開催されます。
　弘前大学医学部医学科では部活動を奨励しています。学生諸君は、この大会
が長年の伝統の上に、多くの裏方の支えによって開催されていることを忘れ
ず、ますます文武両道で精進し、一層活躍されることを期待しています。

東日本医科学生体育大会（東医体）夏期競技終わる
第60回

医学展2017を
終えて

2017
年度

医学部医学科４年　代　表：江郷隼一郎　　　　　　
副代表：堀内みちる、米田　真子

三浦　万紀　　　　　　

毎
年
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に

い
る
の
だ
と
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
す
。

　

私
自
身
と
し
て
も
、
本
当
に

ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
に
比

べ
て
も
多
く
の
学
生
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
数
だ
け
で
は

な
く
、
質
も
高
く
、
そ
れ
は
来

場
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ど
を
見
て
も
、
明
ら
か
で

す
。
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
、
医

療
従
事
者
と
患
者
と
の
相
互
理

解
に
つ
い
て
も
、「
医
師
や
医

療
従
事
者
と
の
距
離
が
縮
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
項

目
で
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」

と
「
そ
う
思
う
」
の
合
わ
せ
た

割
合
が
九
一
・
四
％
で
し
た
。

医
学
展
２
０
１
７
を
行
っ
た
成

果
が
見
て
取
れ
、
我
々
ス
タ
ッ

フ
も
大
変
喜
ば
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

〈表〉　平成29年度�第60回東日本医科学生体育大会夏期競技の主な好成績

陸上競技部 男子　100m 黒岩　　秀（５年） ２　位
女子　400m 中村　優希（４年） ３　位
女子　円盤投げ 浦田　　風（４年） ２　位
女子　やり投げ 相沢　雪月（４年） ３　位

ソフトテニス部 男子　団体 ２　位
男子　個人 能登　康平（４年）

廣澤　瞬組（５年） 
優　勝

卓球部 女子　団体 ２　位
空手部 女子　団体　組手 ２　位

女子　個人　組手 海老名日奈子（２年） 優　勝
水泳部 女子　200m　自由形 岩下　　葵（１年） ２　位

女子　400m　自由形 岩下　　葵（１年） 優　勝
ゴルフ部 男子　個人 八尾　祥吾（５年） 優　勝
ラグビー部 準優勝

総合成績　第８位　（女子別競技　第６位）

　

し
か
し
な
が

ら
、
医
療
従
事
者

と
患
者
の
相
互
理

解
に
終
わ
り
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
人
の
方
々

の
努
力
で
、
医
療

従
事
者
と
患
者
の

壁
は
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
、
互
い
の

理
解
は
深
ま
っ
て

い
る
と
思
い
ま

す
。
我
々
、
若
い

世
代
も
そ
の
努
力

に
恥
じ
ぬ
よ
う

に
、
ま
た
そ
の
流

れ
を
さ
ら
に
加
速

で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
医
療

と
向
き
合
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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解
剖
学
実
習
が
終
わ
っ
た
。

大
変
だ
っ
た
が
終
わ
っ
て
み
れ

ば
一
瞬
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

は
全
く
な
い
。
予
習
し
た
知
識

だ
け
で
は
な
く
器
用
さ
や
腕
力

が
必
要
な
時
も
あ
る
こ
の
実
習

で
は
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に

も
非
常
に
消
耗
し
、
家
に
帰
る

や
否
や
爆
睡
し
た
こ
と
も
何
度

も
あ
っ
た
。
し
か
し
裏
を
返
せ

ば
、
そ
の
く
ら
い
集
中
し
て
実

習
に
臨
ん
で
い
た
と
も
思
う
。

そ
の
上
で
、
私
が
実
習
終
了
後

に
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と
は

「
後
悔
」
で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ダ

ン
ス
時
点
で
の
私
は
実
習
の
大

変
さ
を
知
る
由
も
無
く
、
一
生

懸
命
に
や
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
甘
す
ぎ
た
。

　

ま
ず
ぶ
つ
か
っ
た
壁
は
、
覚

え
る
べ
き
知
識
の
膨
大
さ
だ
っ

た
。
解
剖
学
実
習
は
骨
の
名
称

や
そ
の
付
帯
知
識
を
覚
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
今
振
り
返

る
と
そ
れ
ら
は
導
入
的
な
学
習

だ
っ
た
の
だ
が
、
一
年
次
と
比

較
に
な
ら
な
い
イ
ン
プ
ッ
ト
に

率
直
に
言
っ
て
恐
怖
を
感
じ

た
。
続
い
て
体
力
面
で
の
壁
が

立
ち
は
だ
か
っ
た
。
普
段
と
ら

な
い
姿
勢
で
の
作
業
で
あ
る
こ

と
に
加
え
て
慣
れ
な
い
ピ
ン

セ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
で
、
指

先
を
中
心
に
み
る
み
る
体
力
は

削
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
ん
な
自

分
で
も
本
当
に
医
師
に
な
れ
る

の
か
、
と
自
問
自
答
し
た
の
も

こ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
最

後
に
そ
び
え
立
っ
て
い
た
の
が

試
験
と
い
う
五
枚
の
壁
だ
。
こ

れ
ら
は
厚
く
高
か
っ
た
が
、
友

人
と
の
激
烈
な
問
題
の
出
し
合

い
を
す
る
こ
と
で
な
ん
と
か
乗

　

四
月
初
旬
か
ら
二
週
間
行
わ

れ
た
骨
学
実
習
、
そ
の
後
八
月

初
め
ま
で
約
三
か
月
に
及
ぶ
解

剖
学
実
習
、
並
び
に
十
月
に
行

わ
れ
た
白
菊
会
総
会
、
慰
霊

祭
、
墓
参
へ
の
参
加
を
経
て
、

こ
れ
を
書
く
に
至
っ
た
。
拙
文

な
が
ら
も
こ
れ
ら
を
振
り
返
っ

て
い
き
た
い
。

　

骨
学
実
習
も
解
剖
学
実
習

も
、
始
ま
る
前
と
い
う
の
は
若

干
の
緊
張
を
覚
え
な
が
ら
も
、

本
格
的
に
医
学
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
喜
び
や
高
揚
感
が

勝
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ざ

骨
箱
や
ご
遺
体
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
台
の
前
に
立
つ
と
、
突
然

緊
張
感
が
大
き
く
な
り
、
軽
い

動
悸
を
感
じ
て
い
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
医
学
的

な
興
味
が
手
伝
っ
て
か
実
習
を

始
め
る
と
途
端
に
慣
れ
て
い
く

も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
分
が
そ

の
状
況
に
慣
れ
る
こ
と
で
、
新

鮮
味
や
感
動
が
薄
れ
て
い
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
別
の

不
安
を
覚
え
る
こ
と
は
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
。
特
に
解
剖
学
実

習
は
見
た
目
、質
量
、質
感
様
々

な
点
で
御
献
体
の
〝
生
〟、〝
個

性
〟
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
緊
張
感
も
ひ
と
し
お
で

あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
分
学

習
・
作
業
量
も
多
い
こ
と
か

ら
、
不
安
に
感
じ
て
い
た
こ
と

が
慣
れ
の
面
か
ら
だ
け
で
な

く
、
他
の
面
か
ら
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
。
慣
れ
て
く
る
と
作
業

が
雑
で
は
な
い
が
十
分
な
丁
寧

さ
を
失
い
、
見
る
べ
き
も
の
に

傷
を
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
、
班

内
で
の
情
報
共
有
が
不
十
分
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
部
活
動
・
サ
ー
ク

ル
活
動
、
も
ち
ろ
ん
勉
強
に
も

で
き
る
限
り
の
力
を
尽
く
そ
う

と
考
え
て
は
い
た
も
の
の
、
疲

　

解
剖
実
習
を
振
り
返
る
と
、

初
め
て
メ
ス
を
持
ち
人
体
を
切

り
開
い
た
日
の
こ
と
が
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
鮮
明
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
実
習
を

通
し
て
、
人
体
の
構
造
だ
け
で

は
な
く
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま

す
。

　

ま
ず
、
実
習
を
通
し
て
、
周

り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
や
気
遣

い
を
忘
れ
ず
に
適
度
な
緊
張
を

持
っ
て
励
む
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
三
か
月
と
い
う

長
い
解
剖
実
習
を
最
初
か
ら
最

後
ま
で
集
中
し
続
け
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
御
献
体
と
な
ら
れ
た
方
々

に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
実
習
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
解
剖
実
習
と
い
う
尊
い
機

会
を
与
え
て
も
ら
っ
た
者
と
し

て
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
班
員
と
協
力
し

な
が
ら
実
習
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
、
医
師
と
し
て
チ
ー
ム
医

療
の
中
で
働
く
際
に
大
き
な
糧

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
習
が
進
む
に
つ
れ

て
改
め
て
強
く
感
じ
た
こ
と
は

予
習
の
大
切
さ
で
す
。
限
ら
れ

た
時
間
・
空
間
の
中
で
の
解
剖

　

今
思
い
返
せ
ば
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
解
剖
実
習
の
中
で

常
々
感
じ
た
の
は
ご
献
体
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
、
そ
し
て
実
習
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
た
班
員
と
の
協

力
の
大
切
さ
で
す
。

　

実
習
で
解
剖
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
は
亡
く
な
ら
れ
た
人
、
そ

し
て
そ
の
方
々
は
生
前
白
菊
会

に
入
会
さ
れ
て
い
た
方
々
と
い

う
こ
と
を
実
習
前
の
説
明
会
で

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
私
は
白
菊
会
と
い
う
医
学
生

の
た
め
に
死
後
解
剖
体
と
し
て

奉
仕
し
て
く
だ
さ
る
素
晴
ら
し

い
団
体
が
あ
る
こ
と
も
初
め
て

知
り
、
ど
ん
な
方
々
が
ご
献
体

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
想
い

か
ら
、
会
員
の
方
々
の
手
記
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
来
ら

れ
、
ど
の
よ
う
に
献
体
に
関
心

を
持
ち
、
登
録
さ
れ
た
か
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
、
た
く
さ
ん
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
共
通
し
て
出
て
き
た
の

が
「
医
学
の
進
歩
に
役
立
つ
な

ら
ば
、
学
生
の
皆
さ
ん
こ
れ
か

ら
の
医
療
の
た
め
に
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
多
く
の
方
が
こ
の

よ
う
な
奉
仕
の
心
を
も
っ
て
私

た
ち
未
熟
な
医
学
生
に
お
体
を

預
け
て
く
だ
さ
っ
た
か
と
思
う

と
、
こ
の
上
な
い
感
謝
の
気
持

ち
と
こ
の
ご
厚
意
を
決
し
て
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
一
回
一
回

の
実
習
を
全
力
で
臨
み
、
余
す

こ
と
な
く
学
ぼ
う
と
強
い
思
い

が
こ
み
上
げ
て
き
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
実
習
で
は
、
参
考

書
で
は
得
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
ご
遺
体
か
ら
学
び
ま

し
た
。
実
際
の
生
の
構
造
を
目

の
当
た
り
に
し
、
そ
の
複
雑
で

巧
妙
な
人
体
の
造
り
に
感
激
す

る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
人
な
の
に
血
管
や

神
経
の
走
行
が
個
性
豊
か
で

少
々
困
難
が
生
じ
た
と
き
も
あ

学
生
だ
よ
り

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

解
剖
実
習
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
二
年
　
海
老
名
　
日
奈
子

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
き
は

班
員
と
協
力
し
、
自
分
が
進
め

ら
れ
な
い
所
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
理
解
で
き
ず
に
悩

ん
で
い
る
と
丁
寧
に
解
説
し
て

く
れ
た
り
と
、
助
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
と
て
も
親
切
で
思
い

や
り
の
あ
る
班
員
が
い
て
く
れ

た
か
ら
、
実
習
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
し
、
ご

遺
体
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
増
え

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
実
習
を
通
し
て
、
ご
献

体
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
熱
い

思
い
が
あ
る
か
ら
私
た
ち
医
学

生
は
学
ぶ
こ
と
、
医
師
を
志
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
チ
ー
ム
で
助
け
合
え
る

か
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
大

切
な
こ
と
を
心
に
留
め
て
こ
れ

か
ら
も
勉
学
に
励
も
う
と
思
い

ま
す
。

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
二
年
　
菊
　
池
　
諒
　
一

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

よ
う
や
く
壁
を
越
え
て
、
私

は
「
も
っ
と
で
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
」
と
後
悔
し
て
い
る
。

も
っ
と
深
く
ま
で
予
習
を
し
て

い
れ
ば
。
も
っ
と
手
際
が
良
け

れ
ば
。
そ
う
す
れ
ば
私
の
実
習

は
も
っ
と
実
り
あ
る
物
に
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
ど

れ
だ
け
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
っ

て
も
、
こ
の
後
悔
は
心
の
ど
こ

か
に
よ
ぎ
っ
て
し
ま
う
も
の
で

も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
う
。
何
か
を
終
え
た
と
き
に

完
全
に
満
足
す
る
こ
と
は
、
滅

多
に
無
い
の
だ
。
御
遺
体
か
ら

は
実
習
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

知
識
と
姿
勢
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
き
っ
と
こ
の
気
づ

き
も
そ
の
一
つ
だ
と
私
は
感
じ

て
い
る
。
尽
き
な
い
後
悔
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
妥

協
せ
ず
に
今
度
の
学
習
に
励
ん

で
行
き
た
い
。

解
剖
学
実
習
、そ
し
て
墓
参
ま
で
を
振
り
返
っ
て

医
学
部
医
学
科
二
年
　
平
　
山
　
　
　
亮

労
や
他
の
教
科
と
の
兼
ね
合
い

な
ど
も
あ
り
、
予
習
・
復
習
が

不
十
分
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
大
変

反
省
す
る
べ
き
点
で
あ
っ
た
。

　

御
献
体
な
さ
っ
た
方
や
、
御

遺
族
の
意
思
に
報
い
る
た
め
に

も
、
ま
た
自
分
が
医
療
者
を
志

し
た
理
由
も
再
確
認
し
、
勉
強

を
含
め
様
々
な
経
験
に
よ
っ
て

自
己
研
鑽
に
励
み
良
医
と
な
る

こ
と
、
研
究
に
よ
っ
て
社
会
へ

貢
献
す
る
な
ど
の
自
分
の
将
来

を
模
索
し
な
が
ら
、
様
々
な
こ

と
に
励
み
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
白
菊
会
総
会
、
慰

霊
祭
、
墓
参
を
経
て
、
白
菊
会

登
録
者
の
方
の
期
待
や
思
い
を

聞
く
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
、

今
年
御
献
体
と
な
っ
た
方
々
だ

け
で
な
く
過
去
に
御
献
体
と

な
っ
た
方
々
へ
の
敬
服
の
念
も

改
め
て
深
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

来
年
実
習
を
行
う
方
々
は
、

私
の
至
ら
な
か
っ
た
点
は
見
習

わ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
し

か
し
、
総
会
や
墓
参
に
参
加
す

る
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

解
剖
学
実
習
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
二
年
　
立
　
花
　
文
　
香

実
習
は
自
分
の
実
習
に
対
す
る

考
え
方
に
よ
っ
て
学
べ
る
事
柄

が
大
き
く
異
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
御
遺
体
の
お
体
の

構
造
が
一
般
的
な
も
の
と
異

な
っ
た
と
き
、
そ
の
事
実
の
発

見
だ
け
で
満
足
す
る
の
で
は
な

く
、
一
般
と
異
な
る
こ
と
で
体

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の

か
、
そ
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に

補
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
本
当

の
意
味
で
の
学
習
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
々
の
予
習

こ
そ
が
そ
れ
を
可
能
に
し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
私
に
素
晴
ら
し
い

学
び
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
を
伝
え
た

い
で
す
。
共
に
疑
問
を
考
え
、

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
実
習
を

行
っ
た
班
員
の
み
ん
な
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
い
つ
も
至
ら
な
い
私
た
ち

を
見
守
り
導
い
て
く
だ
さ
っ
た

下
田
先
生
、
渡
邉
先
生
、
成
田

先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
御
献
体
と
な
ら
れ
た

方
々
や
先
生
方
が
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
の
実
習
を
通
し
て
得

た
学
び
を
自
分
の
礎
と
し
て
、

い
つ
か
多
く
の
人
々
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
医
師
に
な
る
た
め

に
よ
り
一
層
勉
学
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

医
学
部
の
入
学
試
験
で
は
筆

記
試
と
面
接
が
あ
る
。
面
接
の

配
点
が
以
前
よ
り
だ
い
ぶ
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
学
生

も
非
常
に
準
備
を
し
て
き
て
い

る
印
象
を
受
け
る
。
練
習
し
す

ぎ
て
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
お
手
本

の
よ
う
な
返
事
し
か
し
て
こ
な

い
学
生
も
い
る
。
面
接
の
時
に

定
型
的
な
質
問
に
〝
将
来
何
科

に
進
み
た
い
の
か
〟
と
い
う
質

問
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
各
年

度
で
は
や
り
の
診
療
科
名
が
あ

る
。
例
え
ば
あ
る
年
は
救
急
医

で
あ
り
、
近
年
ブ
レ
ー
ク（
？
）

し
て
い
る
の
が
総
合
医
で
あ

る
。
皆
さ
ん
、
時
事
問
題
を
良

く
調
べ
て
評
判
が
よ
さ
そ
う
な

診
療
科
を
選
ん
で
い
る
の
か
、

本
心
か
ら
興
味
が
あ
る
の
か
は

よ
く
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
ド

ラ
マ
な
ど
で
取
上
げ
ら
れ
た
か

ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
何
年

か
前
に
病
理
医
が
活
躍
す
る
ド

ラ
マ
が
某
ア
イ
ド
ル
主
演
で
放

送
さ
れ
た
。
ド
ラ
マ
自
体
も
良

く
で
き
て
お
り
、〝
今
年
の
入

試
で
病
理
医
希
望
が
殺
到
し
た

ら
ど
う
し
よ
う
〟
と
心
配
し
て

み
た
り
し
た
。
が
、
そ
の
年
の

面
接
に
お
い
て
〝
将
来
病
理
医

に
な
り
た
い
で
す
！
〟
と
い
っ

て
く
れ
た
学
生
は
残
念
な
が
ら

皆
無
で
あ
っ
た
。
Ｄ
門
Ｍ
子
み

た
い
な
キ
ャ
ラ
で
な
い
と
だ
め

な
の
か
。
女
子
医
学
生
が
激
増

し
て
い
る
今
、
テ
レ
ビ
局
で
Ｄ

門
Ｍ
子
み
た
い
な
女
性
病
理
医

が
活
躍
す
る
ド
ラ
マ
を
ぜ
ひ
制

作
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。



医学部ウォーカー第 83 号平成 29 年 12 月 20 日

医
学
研
修
in
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ

医
学
部
医
学
科
三
年
　
木
　
村
　
紗
也
佳

は
じ
め
に

　

研
修
は
八
月
十
三
日
か
ら
十

七
日
に
か
け
て
、
日
本
全
国
の

国
公
私
立
大
学
と
韓
国
の
大
学

か
ら
合
計
三
十
一
人
の
医
学
生

が
集
い
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

貴
重
な
機
会
を
下
さ
っ
た
弘
前

市
、
弘
前
大
学
、
先
生
方
、
学

務
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
体
験
記
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

U
niversity of Haw

ai ,i at 
M

anoa John A
. Burns 

School of M
edicine

　

JA
BSO

M

は
ホ
ノ
ル
ル
郊

外
の
海
岸
沿
い
に
立
ち
、
最
上

階
ま
で
吹
き
抜
け
の
あ
る
開
放

感
あ
ふ
れ
る
校
舎
で
す
。
講
義

室
や
実
習
室
、
食
堂
な
ど
の

他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
な
く
勉
強
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
お
り
、
高
い
天

井
や
ガ
ラ
ス
張
り
の
窓
で
囲
ま

れ
た
校
舎
は
初
め
て
見
る
私
に

は
と
て
も
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。

Problem
 Based M

edicine

　

ハ
ワ
イ
大
学
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と

い
う
教
育
シ
ス
テ
ム
が
有
名

で
、
私
が
こ
の
研
修
に
参
加
し

た
動
機
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
一
九
八
九
年
に
導
入
以
来
、

ハ
ワ
イ
大
学
は
全
米
の
医
学
部

の
中
で
も
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
最
大
限

に
活
用
で
き
て
い
る
大
学
と
し

て
評
価
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
患
者
さ
ん
の
背
景
か

らF
A

C
T

S

や

P
R

O
B

L
E

M
S

、

H
Y

PO
T

H
ESES

、

N
EED

 T
O

 A
SK

に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
い
、
次
に

検
査
結
果
か
ら

可
能
性
の
高
い
も

の
を
絞
り
込
み
、

治
療
法
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
、
最
後
に

患
者
さ
ん
の
治

療
後
の
様
子
が

提
示
さ
れ
、
振
り

返
り
が
行
わ
れ
、

一
人
一
つ
ず
つ

L
E

A
R

N
IN

G 
ISSU

ES

を
担
当

し
調
べ
た
後
、
発

表
し
あ
い
ま
し
た
。

　

自
分
で
課
題
を
見
つ
け
て
解

決
し
、
仲
間
と
一
緒
に
成
長
で

き
る
と
こ
ろ
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
大
き

な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

模
擬
面
接
や
人
形
を
使
っ
た
実

践
的
な
勉
強

　

面
接
の
様
子
は
、
録
画
さ

れ
、
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ

と
や
そ
の
上
で
行
う
べ
き
診

察
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
た
発
言
が
で
き
て
い
る

か
な
ど
細
か
な
項
目
に
分
け
た

学
生
一
人
一
人
の
評
価
が
面
接

後
に
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
課

題
が
明
確
に
な
り
向
上
心
が
か

き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
形
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
遠
隔
操
作
で
人
形
の
心

電
図
を
心
房
細
動
に
し
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
電
気
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。
仲
間

と
の
協
力
と
患
者
を
助
け
る
強

い
意
志
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
学
び
ま
し
た
。
医
療
の
現
場

に
出
る
前
に
、
実
践
的
に
勉
強

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

Haw
ai ,i is hula and hula 

is Haw
ai ,i

　

研
修
中
はCultural A

ctivi-

ty

と
し
て
レ
イ
作
り
と
フ
ラ

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

JA
BSO

M

の
学
生
さ
ん
か

ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
色
と

り
ど
り
の
リ
ボ
ン
を
使
っ
て
レ

イ
を
作
り
ま
し
た
。
レ
イ
の
端

に
ク
ク
イ
の
木
の
実
を
通
し
、

色
鮮
や
か
な
リ
ボ
ン
レ
イ
を
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
体
験
で
は
、
波
や
太
陽

な
ど
の
自
然
、
人
々
の
生
活
な

ど
を
表
現
し
た
動
き
か

ら
、
ハ
ワ
イ
の
豊
か
な

自
然
と
日
々
へ
の
愛
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
フ

ラ
は
、
大
学
の
外
で
も

何
度
も
目
に
し
、
ハ
ワ

イ
の
人
々
に
生
活
の
一

部
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
、H

aw
ai ̓ i is hula 

and hula is H
aw

ai ̓ i

と
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
に
根

差
し
た
文
化
で
し
た
。

　

研
修
最
終
日
に
は
、
手
作
り

の
レ
イ
を
つ
け
、
練
習
し
た
フ

ラ
をA

loha　

D
inner

に
て
発

表
し
ま
し
た
。
五
日
間
一
緒
に

活
動
し
て
き
た
仲
間
と
と
も
に

踊
る
フ
ラ
は
格
別
に
楽
し
く
、

心
に
残
る
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
留
学
体
験
記

医
学
部
医
学
科
三
年
　
久
保
田
　
泰
　
弘

　
『
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部
夏
季

セ
ミ
ナ
ー
』
こ
の
募
集
を
見
た

と
き
、
以
前
か
ら
海
外
留
学
に

興
味
の
あ
っ
た
（
そ
し
て
「
ハ

ワ
イ
」
の
三
文
字
に
惹
か
れ

た
）
私
は
迷
わ
ず
手
を
挙
げ
ま

し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部

（JA
BSO

M
 : JO

H
N

 A
.BU

RN
S 

SCH
O

O
L O

F M
ED

ICIN
E

）

は
ホ
ノ
ル
ル
に
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
中
で
も
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
用
い
た

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
医
学

部
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
Ｐ

Ｂ
Ｌ
を
中
心
にJA

BSO
M

の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
五
日
間
体

験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

JA
BSO

M
で
ま
ず
感
じ
た

こ
と
は
、
教
員
と
学
生
の
距
離

が
近
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
授

業
中
は
教
員
と
学
生
の
間
に
は

会
話
が
絶
え
ず
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
学
生
は
気
軽
に

質
問
で
き
、
先
生
方
も
学
生
の

様
子
や
理
解
度
を
把
握
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
自
主
性
を

重
ん
じ
た
学
習
で
も
し
っ
か
り

医
学
を
学
ん
で
い
け
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
教
員
と
学
生
の
関

係
が
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
他
に
は
、

模
擬
患
者
さ
ん
と
の
医
療
面
接

や
注
射
の
実
習
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。
医
療
面
接
は
お
ろ

か
、
英
語
も
ろ
く
に
話
せ
な
い

の
で
初
め
は
ど
う
な
る
こ
と
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
、
患
者
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
で
何
と
か
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
面
接
の
様
子
は

ビ
デ
オ
で
録
画
さ
れ
て
お
り
、

細
か
い
評
価
が
個
人
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。

　

授
業
外
の
時
間
に
は
、

JA
BSO

M

の
学
生
のZach

や

他
大
学
の
学
生
と
ビ
ー
チ
や
観

光
地
に
行
く
な
ど
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
私

は
全
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
英

語
は
話
せ
ま
せ

ん
が
、
日
を
重

ね
る
に
つ
れ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ

る
よ
う
に
な

り
、
最
終
日
の

A
loha D

inner

で
の
別
れ
は
非

常
に
辛
い
も
の

で
し
た
。
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
で

得
た
最
大
の
財

産
は
、
こ
の

JA
BSO

M

や
日

本
・
韓
国
の
仲

間
と
の
出
会
い
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
、

同
じ
医
師
と
し
て
こ
の
仲
間
と

再
会
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
、

私
も
負
け
ず
に
勉
学
に
励
ま
な

く
て
は
と
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
弘
前
大
学
の
先
生
方
、

JA
BSO

M

の
皆
様
、
渡
航
や

セ
ミ
ナ
ー
参
加
に
あ
た
り
ご
尽

力
下
さ
い
ま
し
た
医
学
研
究
科

学
務
の
皆
様
、
そ
し
て
弘
前
大

学
九
名
の
最
高
の
メ
ン
バ
ー
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
五
日
間
の
出
会
い
と
経
験

は
、
私
が
今
後
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
力
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

Aloha Dinner にて

後援会のご案内
会長　石戸谷　忻　一

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、
学生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる
分野の助成を行っております。つきましては、何卒本会
の趣旨に御賛同頂きまして、各位の格別の御高配、御支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務部
総 務 広 報 課（Tel：0172-39-3012、E-mail：jm3012@
hirosaki-u.ac.jp）までご連絡いただくか、弘前大学後援
会ホームページ（http://www.hirosaki-u.ac.jp/kouen/
index.html）をご覧ください。

弘前大学
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ハ
ワ
イ
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

医
学
部
医
学
科
四
年
　
西
　
方
　
一
　
将

自
分
と
は
知
識
・
教
養
に
お
い

て
天
と
地
ほ
ど
の
差
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ

で
チ
ュ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
く

れ
た
ハ
ワ
イ
大
学
の
生
徒
は
ま

だ
二
年
生
だ
っ
た
の
で
す
が
、

と
て
も
二
年
生
と
は
思
え
な
い

く
ら
い
力
の
あ
る
生
徒
で
自
分

は
ま
る
で
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

八
月
十
三
日
～
十
七
日
の
五

日
間
、
ハ
ワ
イ
大
学John A

. 
Burns School of M

edicine
で

の
夏
季
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学

で
は
座
学
で
は
な
く
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Problem
 based learning

）

を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
の
研
修
で

は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
学
習
を
中
心

と
し
て
、
現
地
の
模
擬
患
者
さ

ん
と
の
医
療
面
接
やInjection 

clinic

（
注
射
の
実
習
）
を
行

い
ま
し
た
。

　

四
年
生
の
自
分
は
ま
だ
Ｐ
Ｂ

Ｌ
を
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
日
本
語
で
す
ら
行
っ
た
こ

と
の
無
い
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
英
語
で
行

う
と
い
う
の
は
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
自
分
は
英
語
力
に
は
あ

ま
り
自
信
が
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
会
話
を
繰
り
返
す
う
ち
に

現
地
の
学
生
さ
ん
と
も
意
思
疎

通
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
積

極
的
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
座
学

の
授
業
が
中
心
で
、
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
受
け
身
の
姿
勢
で
授

業
に
臨
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

今
回
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
司
会
進
行
か

ら
文
献
調
査
お
よ
び
そ
の
発
表

ま
で
全
て
学
生
主
体
で
行
う
と

い
う
こ
と
で
、
よ
り
積
極
的
な

姿
勢
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
期
か
ら
は
自

分
た
ち
も
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
始
ま
り
ま

す
の
で
、
今
回
得
た
経
験
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
け
る

よ
う
努
め
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
で
最
も

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
現
地
の

医
学
生
と
自
分
と
の
意
識
の
差

で
す
。
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
は

毎
日
夜
十
二
時
ま
で
勉
強
す
る

の
が
当
た
り
前
な
よ
う
で
、
テ

ス
ト
直
前
に
詰
め
込
み
が
ち
な

　

今
回
の
研
修
で
は
新
し
い
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
現
地
の
医
学

生
と
接
す
る
こ
と
で
ハ
ワ
イ
大

学
の
学
生
の
意
識
と
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
感
じ
、
自
分
も
も
っ
と

頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
え

た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
し

た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

学
務
の
方
々
、
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

知
識
や
思
考
を
整
理
し
、
他
者

に
伝
わ
る
よ
う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
こ
と
の
訓
練
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
模
擬
患
者
さ
ん

と
の
医
療
面
接
で
は
、
一
人
一

人
の
様
子
が
録
画
さ
れ
た
ビ
デ

オ
と
、
先
生
方
、
模
擬
患
者
さ

ん
か
ら
の
評
価
シ
ー
ト
に
よ
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
が
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
他
の

人
の
医
療
面
接
を
み
ん
な
で
共

有
す
る
こ
と
、
自
分
の
診
察
の

プ
ロ
セ
ス
を
多
角
的
視
点

で
評
価
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
る
収
穫
は
大
変
大

き
く
、
医
師
に
な
り
、
患

者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
の

イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
形

成
す
る
糧
に
も
な
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

五
日
間
の
研
修
内
容
は

他
に
も
、
胸
部
診
察
や

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
実

習
、
日
本
で
は
手
軽
に
で

き
な
い
よ
う
な
注
射
実
習

な
ど
、
非
常
に
多
彩
で
、

密
度
の
濃
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
。
現
地
の
学
生
と

の
交
流
の
中
で
、
ハ
ワ
イ

　

八
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
の

五
日
間
、
ハ
ワ
イ
大
学

JA
BSO

M

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
と
模
擬
患
者
さ
ん
と
の
医
療

面
接
で
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
医

学
知
識
、
英
語
力
の
未
熟
さ
ゆ

え
、
議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
に
苦
労

も
し
ま
し
た
が
、
積
極
的
に
頭

の
中
の
こ
と
を
話
す
こ
と
で
、

ハ
ワ
イ
大
学
Ｐ
Ｂ
Ｌ
研
修
に
参
加
し
て

医
学
部
医
学
科
四
年
　
中
　
村
　
優
　
希

の
魅
力
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
、
海
外

研
修
に
は
新
し
い
知
識
を
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
思
考
や
視
点

の
変
化
を
得
た
り
、
自
分
の
中

の
軸
や
自
分
ら
し
さ
の
発
見
と

い
う
大
き
な
価
値
が
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、志
高
く
、

意
欲
あ
る
同
世
代
の
学
生
た
ち

と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
う

ち
、
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す

る
と
同
時
に
、
自
分
も
も
っ
と

世
界
に
目
を
向
け
、
高
い
目
標

を
も
っ
て
精
進
し
て
い
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し

た
。
日
常
は
も
ち
ろ
ん
大
切

で
、
試
験
や
課
題
を
パ
ス
す
る

こ
と
や
目
の
前
の
学
生
生
活
に

ど
う
し
て
も
目
が
行
き
が
ち
で

す
し
、
そ
れ
を
こ
な
す
こ
と
で

精
い
っ
ぱ
い
な
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
た

経
験
を
こ
こ
で
終
わ
ら
せ
ず
、

今
後
の
学
生
生
活
の
中
で
還
元

し
、
さ
ら
に
意
義
あ
る
も
の
に

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

興
味
を
持
っ
た

方
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ

い
。
私
の
よ
う
に

英
語
に
不
安
が

あ
っ
て
も
、
必
ず

得
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
何
よ
り
、

研
修
中
行
動
を
共

に
す
る
弘
前
大
学

の
皆
さ
ん
、
研
修

先
で
出
会
う
他
大

学
、
現
地
の
学
生

の
皆
さ
ん
と
の
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
繋
が
っ
て
い
た

い
と
思
え
る
よ
う

な
素
敵
な
出
会
い

が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま

す
が
、
今
回
の
研

修
に
あ
た
り
多
大
な
る
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
大
学

の
先
生
方
を
は
じ
め
、
学
務
の

方
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
方
々
、
そ

し
て
、
ご
支
援
賜
り
ま
し
た
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
こ
の
夏
、
弘
前
大
学
の

十
名
の
仲
間
と
共
に
、
ハ
ワ
イ

大
学
へ
の
留
学
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
弘
前
大
学
初
参

加
と
の
こ
と
で
、
す
べ
て
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
期
待
に
満
ち
た

も
の
で
し
た
。
研
修
に
は
計
三

十
人
の
参
加
者
が
い
て
、
全
国

各
地
の
大
学
か
ら
、
中
に
は
韓

国
か
ら
参
加
し
て
い
る
学
生
も

い
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
臨
床
実
習
で
学

ん
だ
医
療
面
接
の
仕
方
や
身

体
診
察
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
な
ど
で
、

JA
BSO

N

大
学
の
学
生
も
そ
ば

で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の

実
習
も
英
語
で
学
ぶ
新
鮮
さ
を

感
じ
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
中
で
も
私
が
一
番
心

に
残
っ
た
の
は
、
人
形
を
使
っ

て
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
患
者
さ
ん
の
蘇
生

を
す
る
講
義
で
し
た
。
私
は
授

業
や
臨
床
実
習
で
学
ん
だ
通

り
、「
治
療
の
仕
方
」
を
考
え

な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。「
患

者
さ
ん
」
が
蘇
生
し
た
頃
を
見

計
ら
っ
て
、
先
生
が
「
み
ん
な

～
ハ
ワ
イ
大
学
派
遣
を
通
し
て
～

医
学
部
医
学
科
六
年
　
小
山
内
　
智
　
美

い
っ
た
ん
集
ま
っ

て
」
と
そ
の
場
を

離
れ
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
う

お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。「
み
ん
な
、

今
蘇
生
し
た
「
患

者
さ
ん
」
を
見
て

ご
ら
ん
。
こ
の
人

が
自
分
の
家
族

だ
っ
た
ら
、
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
そ

の
場
を
離
れ
る
か

い
？
」
そ
う
言
わ

れ
て
私
は
ハ
ッ
と

し
ま
し
た
。
蘇
生

し
た
は
ず
の
「
患

者
さ
ん
」
に
か
け

て
あ
る
タ
オ
ル
は

ズ
レ
か
け
、
片
足

が
は
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
臨
床
実
習
で
学
び
、
患

者
さ
ん
を
診
る
訓
練
を
し
て
い

た
は
ず
な
の
に
、
一
番
基
本
的

な
こ
と
が
こ
の
時
抜
け
て
い
た

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
新
し

い
発
見
や
、
新
し
い
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
の
ピ
ー
ス
を

と
っ
て
も
、
今
後
の
医
師
と
し

て
の
私
の
人
生
に
、
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
く
、
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
研

修
を
通
し
て
得
た
学
び
・
体
験

を
大
切
に
、
今
後
生
か
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
二
十
九
年
八
月

十
二
日
か
ら
十
九
日
間
、
香

港
中
文
大
学
医
学
部
整
形
外

科
のPatrick

教
授
が
率
い
る

Sports M
edicine T

eam

の
も

と
で
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

病
院
で
は
中
文
大
学
の
学
生

た
ち
と
一
緒
に
外
来
診
察
を
見

学
し
、
診
察
後
は
椅
子
を
並
べ

て
先
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
先
生
も
学
生
も
医
学
に
つ

い
て
話
す
と
き
は
原
則
英
語
で

す
。
初
日
は
皆
の
弾
丸
の
よ
う

香
港
留
学
だ
よ
り

医
学
部
医
学
科
五
年
　
東
　
　
　
彩
　
子

な
英
語
の
ス
ピ
ー
ド
が
全
く
理

解
で
き
ず
、
た
だ
た
だ
打
ち
ひ

し
が
れ
て
い
ま
し
た
。
寮
に

帰
っ
て
聞
き
取
れ
た
単
語
を
調

べ
、
疾
患
に
つ
い
て
英
語
で
勉

強
し
な
お
し
来
る
べ
き
外
来
に

備
え
る
、
そ
の
よ
う
な
毎
日
で

し
た
。
次
第
に
先
生
や
学
生
た

ち
が
話
し
て
い
る
内
容
が
理
解

で
き
、
自
分
か
ら
も
質
問
で
き

る
よ
う
に
な
れ
た
こ
と
が
大
変

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う

に
香
港
で
得
た
経
験
を
大
切
に

し
、
今
後
の
Ｂ
Ｓ
Ｌ
実
習
も
頑

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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二
〇
一
七
年
八
月
十
二
日
～

三
十
日
の
間
、
香
港
中
文
大
学

整
形
外
科
学
講
座
のPatrick 

Y
ung

教
授
の
も
と
で
研
修
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
日
は
主

に
大
学
付
属
病
院
に
て
手
術
・

外
来
見
学
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

や
講
義
等
へ
参
加
し
ま
し
た
。

香
港
で
は
広
東
語
、
英
語
が
主

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
学

教
育
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど

は
英
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
習
初
日
、
想
像
以
上
の
速
さ

で
飛
び
交
う
英
語
や
不
意
に
飛

ん
で
く
る
「
こ
の
靭
帯
を
解
剖

学
的
に
説
明
し
て
み
て
（in 

English

）」
等
の
質
問
に
圧
倒

さ
れ
、
途
方
に
暮
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
疾
患
の
勉
強
を

英
語
で
や
り
直
し
、
次
の
日
覚

え
た
知
識
を
使
っ
て
先
生
に
質

問
を
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
す
う
ち
に
、
徐
々
に
臨

床
英
語
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
医
療
に
お
い

て
、
医
学
英
語
は
共
通
語
で
あ

り
、
他
国
の
医
師
と
の
議
論
に

参
加
す
る
に
は
必
須
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
た
研
修
で

し
た
。
大
学
で
は
英
語
漬
け
で

し
た
が
、
一
歩
外
に
出
れ
ば
中

国
語
飛
び
交
う
香
港
の
街
を
思

う
存
分
楽
し
ん
だ
二
週
間
半
で

し
た
。
貴
重
な
機
会
を
下
さ
っ

た
石
橋
恭
之
教
授
を
初
め
と
す

る
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

香
港
式
Ｂ
Ｓ
Ｌ
実
習
を
終
え
て

—

香
港
中
文
大
学—

医
学
部
医
学
科
五
年
　
江
　
　
　
沙
　
音

　

八
月
十
四
日
～
十
八
日
の
一

週
間
、
三
沢
米
軍
病
院
で
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実

習
で
は
小
児
科
、
整
形
外
科
、

家
庭
医
療
、
精
神
保
健
、
救
急

医
療
を
見
学
し
ま
し
た
。
初
日

は
先
生
が
仰
る
こ
と
が
ほ
ぼ
聞

き
取
れ
ず
、
質
問
し
よ
う
に
も

英
語
で
ど
う
言
え
ば
い
い
の
か

分
か
ら
ず
、
何
も
喋
る
こ
と
が

で
き
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
い
し

ま
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

て
下
さ
っ
た
の
はM

ary

と
い

う
臨
床
心
理
士
の
女
性
で
し

た
。M

ary

は
毎
日
「
今
日
は

ど
う
だ
っ
た
？
」
と
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
そ
れ
に
答
え

る
とM

ary
は
「
そ
れ
に
つ
い

て
あ
な
た
は
ど
う
思
っ
た

の
？
」
と
聞
い
て
き
ま
す
。
普

段
一
日
の
振
り
返
り
と
感
想
を

誰
か
に
伝
え
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
そ
れ
を
英
語
で
伝
え
る
の

は
意
外
と
難
し
い
こ
と
で
し

た
。M

ary

の
質
問
の
お
か
げ

で
、
私
は
自
分
の
意
見
や
感
想

を
意
識
的
に
頭
に
留
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
、
三
日
目
に
は
ち
ょ
っ
と
し

た
疑
問
や
自
分
の
意
見
を
す
ぐ

に
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
の
私
は
前
期
Ｂ

Ｓ
Ｌ
よ
り
も
積
極
的
で
、
こ

の
と
き
獲
得
し
た
実
習
姿
勢

は
未
だ
に
続
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

三
沢
米
軍
病
院
は
、
職
員

同
士
や
、
職
員
が
患
者
さ
ん

に
対
し
て”

H
ello, how

 are 
you ?

”  ”

H
i

” 

と
気
軽
に
声

を
か
け
た
り
、
見
知
ら
ぬ
私

た
ち
に
対
し
て
も
目
が
合
え

ば
ニ
コ
ッ
と
し
て
く
れ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

病
院
で
し
た
。

　

外
来
で
は
、
先
生
方
が
言

葉
と
表
情
に
大
き
く
抑
揚
を

つ
け
て
患
者
さ
ん
に
語
っ
て

い
た
り
、
問
診
時
に
患
者
さ

ん
に
対
し
て”exelent

” 

”

great

” 

”

w
onderful

” 

と
い
っ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
相
槌
の
よ
う

に
発
し
て
い
た
の
も
印
象
的

で
し
た
。
患
者
さ
ん
が
生
年

月
日
を
答
え
た
だ
け
で  

”

Fantastic ! 

” 

と
先
生
が
仰
っ

た
時
は
「
え
、
そ
ん
な
に
褒
め

る
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
返
答
に
よ
っ
て
患

者
さ
ん
の
表
情
に
笑
み
が
浮
か

び
、
緊
張
も
和
ら
ぐ
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
し
、
語
り
方
に
抑
揚

が
あ
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
は
医

師
が
自
分
に
向
き
合
っ
て
い
る

と
感
じ
る
だ
ろ
う
と
客
観
的
に

見
て
い
て
思
い
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
飲
み

歩
い
た
話
や
、
早
朝
か
ら
雨
の

中
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
し
た
話
な

ど
、
書
き
た
い
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
す
が
字
数
が
足
り
ま
せ

ん
。
最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

の
実
習
で
し
た
が
、
日
米
に
よ

る
違
い
、
人
種
に
よ
る
違
い
、

病
院
の
規
模
に
よ
る
違
い
、
そ

し
て
そ
れ
ら
の
共
通
点
な
ど
、

三
沢
米
軍
病
院
で
の
研
修
を
終
え
て

医
学
部
医
学
科
五
年
　
浅
　
田
　
萌
々
子

刺
激
的
な
一
週
間

医
学
部
医
学
科
五
年
　
齋
　
藤
　
大
　
和

　

期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る

思
い
で
三
沢
駅
に
降
り
立
ち
、

出
迎
え
に
来
て
く
れ
たD

r. 
D

odobara

と
天
内
さ
ん
と
共

に
車
で
い
ざ
三
沢
基
地
へ
。
基

地
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
瞬

間
、
そ
こ
は
完
全
に
ア
メ
リ

カ
。
英
語
漬
け
の
五
日
間
の
始

ま
り
で
す
。

　

三
沢
基
地
病
院
で
はM

en-
tal H

ealth

、F
am

ily Prac-
tice

、U
rgent Care Clinic

、

Pediatrics

、O
B/GY

N

を
各
一

日
ず
つ
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
三
沢
基
地
に
は
米
軍
関

係
者
と
そ
の
家
族
を
含
め
て
約

一
万
人
が
住
ん
で
お
り
、
三
沢

基
地
病
院
は
一
般
診
療
の
他
、

現
役
軍
人
の
健
康
管
理
な
ど
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
使
用

す
る
薬
剤
に
は
日
本
で
は
未
承

認
の
も
の
が
あ
っ
た
り
、
妊
婦

健
診
で
は
検
査
項
目
に
腹
囲
が

無
か
っ
た
り
と
日
本
と
は
異
な

る
点
が
多
く
あ
り
、
驚
か
さ
れ

る
ば
か
り
で
し
た
。
中
で
も
日

本
と
大
き
く
違
う
と
感
じ
た
点

は
診
察
方
法
で
す
。
日
本
で

は
、
医
師
が
診
察
室
に
患
者
を

呼
び
、
患
者
の
診
察
を
す
る
中

で
得
た
情
報
を
そ
の
場
で
カ
ル

テ
に
記
載
し
て
い
く
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
で

は
医
師
は
診
察
室
と
は
別
に
自

分
の
オ
フ
ィ
ス
を
持
っ
て
お

り
、
患
者
の
予
診
を
と
っ
た

N
urse Practitioner

か
ら
の

情
報
を
基
に
オ
フ
ィ
ス
で
問

診
・
検
査
の
内
容
を
考
え
て
か

ら
診
察
室
に
入
り
ま
す
。
診
察

室
で
は
常
に
患
者
や
そ
の
家
族

と
目
を
合
わ
せ
て
対
話
を
し
、

患
者
の
横
で
カ
ル
テ
に
目
を
向

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診

察
後
は
ま
た
自
分
の
オ
フ
ィ
ス

に
戻
り
診
察
し
た
内
容
を
詳
細

に
カ
ル
テ
に

記
載
し
て
い

き
ま
す
。
患

者
の
話
に
よ

く
耳
を
傾
け

る
こ
の
姿
勢

は
、
日
本
の

診
察
ス
タ
イ

ル
を
見
慣
れ

た
私
に
は
と

て
も
新
鮮
で

し
た
。

　

実
習
は
毎

日
四
時
半
こ
ろ
に
は
終
わ
り
、

そ
の
後
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
家
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
病
院
で

Chief physician

を
務
め
るD

r. 
Cecelia Luda

で
夫
のPatrick

と
十
才
に
な
る
息
子
のLuke

君
の
三
人
家
族
で
し
た
。
家
で

はLuke

君
と
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に

Ｂ
Ｘ
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
に
行
っ
た
り
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
研
修
を

行
っ
た
友
人
や
そ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
合
同
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
ボ
ー

リ
ン
グ
に
行
っ
た
り
と
一
日
一

日
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し

た
。

　

短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
式
の
臨
床
を
直

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
同
じ
く
研
修
を
受
け
に
他

大
学
か
ら
来
て
い
た
方
た
ち
と

も
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
て

非
常
に
刺
激
に
な
っ
た
一
週
間

で
し
た
。
こ
こ
で
得
た
も
の
を

是
非
こ
れ
か
ら
の
実
習
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
研
修
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
は
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
月
七
日
か
ら
五
日
間
、
三

沢
空
軍
病
院
で
研
修
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
、
大

学
入
学
前
か
ら
の
夢
で
し
た
。

三
沢
基
地
の
中
は
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ゴ
ル
フ
場
や
ジ
ム
、
ボ
ー
リ
ン

グ
場
な
ど
が
あ
っ
て
、
支
払
い

は
米
ド
ル
。
屈
強
な
軍
人
さ
ん

が
多
く
て
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の

町
で
し
た
。
病
院
は
基
地
の
入

り
口
近
く
に
あ
り
、
建
物
は
空

爆
に
備
え
て
地
下
に
広
く
、
階

段
は
重
厚
な
扉
で
隔
て
ら
れ

て
、
軍
事
施
設
で
あ
る
こ
と
を

実
感
す
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
働
い
て
い
る
職
員
は
、
世

界
中
に
散
ら
ば
る
ア
メ
リ
カ
軍

の
病
院
を
異
動
す
る
そ
う
で

す
。

　

五
日
間
の
研
修
で
整
形
外

科
・
精
神
科
・
救
急
・
産
婦
人

科
・
小
児
科
の
五
つ
の
科
を
回

り
、
常
に
医
師
の
隣
に
居
て
、

見
学
や
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
基
地
に

住
む
米
軍
関
係
者
の
家
族
の
方

が
多
く
、
症
例
も
日
本
と
同
じ

で
、
う
つ
病
や
子
宮
内
膜
症
な

三
沢
基
地
は
完
全
に
ア
メ
リ
カ
で
し
た
。

医
学
部
医
学
科
五
年
　
島
　
　
　
英
　
輝

張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

短
い
期
間
で
し

た
が
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
下
さ
っ

た
石
橋
教
授
、
関

係
者
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

Ｂ
Ｓ
Ｌ
や
国
内
で

は
学
べ
な
い
こ
と

を
県
内
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
貴
重
な
機
会

を
下
さ
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
良

医
目
指
し
て
一
意

専
心
、
学
道
に
精

励
し
ま
す
！

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ど
の
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
し

た
。
医
療
行
為
の
基
本
も
日
本

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

医
師
が
患
者
さ
ん
と
握
手
と

自
己
紹
介
を
し
て
か
ら
診
察
を

始
め
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
ア
メ

リ
カ
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

診
察
時
間
も
日
本
よ
り
も
長
く

た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　

研
修
は
毎
日
十
六
時
過
ぎ
く

ら
い
に
終
わ
っ
て
、
そ
の
あ
と

は
ホ
ス
ト
の
方
の
家
に
帰
り
ま

し
た
。
僕
の
ホ
ス
ト
はpublic 

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

health

と
い
う
職
業
の
コ
ー

パ
ス
さ
ん
。
一
人
暮
ら
し
の

男
性
の
方
で
、
お
土
産
に

持
っ
て
い
っ
た
文
明
堂
の
カ

ス
テ
ラ
巻
を
気
に
入
っ
て
下

さ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

病
院
に
は
同
じ
期
間
に
、

他
大
学
の
五
年
生
も
三
人
研

修
に
来
て
い
た
の
で
、
弘
大

の
三
人
と
一
緒
に
研
修
を
し

て
、飲
み
に
行
っ
た
り
、ボ
ー

リ
ン
グ
に
行
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
他
の
学
生
の
ホ
ス

ト
の
家
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
も
招
い
て

頂
き
ま
し
た
。

　

五
日
間
の
研
修
は
ア
ッ
と
い

う
間
で
、
あ
れ
こ
れ
ご
馳
走
に

な
っ
て
太
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
素
敵

な
機
会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
三
沢

基
地
に
行
こ
う
と
さ
れ
る
方

は
、
患
者
さ
ん
や
医
師
と
会
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

病
気
の
英
単
語
知
っ
て
お
く

と
、
充
実
し
た
研
修
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
十
年
弘
前
大
学
卒
耳
鼻

咽
喉
科
学
講
座
の
高
畑
淳
子
で

す
。
二
十
年
近
く
診
療
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
思
え
ば
遠

く
に
来
た
も
の
で
す
。
私
は
女

医
で
す
が
、
さ
し
て
女
医
ら
し

い
生
活
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

幸
い
な
こ
と
に
、
結
婚
し
て
く

だ
さ
る
男
性
に
恵
ま
れ
既
婚
で

は
あ
り
ま
す
が
、
某
科
で
働
く

夫
が
帰
っ
て
く
る
の
は
夜
中
の

一
時
や
二
時
。
家
事
に
う
る
さ

く
な
い
夫
に
甘
え
て
、
あ
ま
り

主
婦
ら
し
い
こ
と
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
延
々
と
仕
事
が
で
き
る

環
境
で
す
（
苦
笑
）。
以
前
は

洗
い
物
が
う
ず
た
か
く
台
所
に

溜
ま
り
、
自
宅
は
足
の
踏
み
場

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

度
も
「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
仕

事
を
辞
め
て
し
ま
え
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
ま
で

や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
夫
に

は
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。
今
で

は
家
事
の
方
も
少
し
は
ま
し
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
家
事
を
し
な
か
っ
た

私
が
、
早
く
か
ら
す
ば
ら
し
い

仕
事
的
業
績
を
あ
げ
て
き
た
か

と
い
う
と
、
否
で
す
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
私
ほ
ど
仕
事
が
で
き

な
い
医
師
は
、
こ
れ
ま
で
の

私
の
女
医
生
活
と
耳
鼻
咽
喉
科

附
属
病
院
　
耳
鼻
咽
喉
科
　
講
師
　
高
　
畑
　
淳
　
子

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

数
々
の
新
人
を
み
て
い
て
も
ほ

ぼ
い
ま
せ
ん
。
特
に
若
い
頃

は
、
人
の
十
分
の
一
く
ら
い
の

労
働
量
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
か
と
い
っ
て
、
私
が
十

人
い
れ
ば
人
並
か

と
い
う
と
、
邪
魔

な
だ
け
で
す
。
今

思
い
返
し
て
も
、

ぞ
っ
と
し
ま
す

が
、
恐
ろ
し
い
若

手
医
師
で
し
た
。

仕
事
が
で
き
な
い

の
み
な
ら
ず
、
ダ

メ
な
と
こ
ろ
だ
ら

け
で
、
お
叱
り
を

受
け
て
ば
か
り
で

し
た
が
、
周
り
の

先
生
方
の
支
え

で
、
や
め
ず
に
続

け
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
諸
先
生
方
に
は

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
れ
だ

け
周
り
に
負
担
を
か
け
て
、
い

ら
い
ら
さ
せ
た
か
と
思
う
と
、

申
し
訳
な
く
も
思
い
ま
す
。

　

今
は
素
晴
ら
し
い
医
師
に
成

長
し
た
か
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ有志で毎年リレーマラソン

り
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
二
十
年
も
や
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
な
り
に
得
意
分

野
も
で
き
ま
し
た
し
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
が
ら
も
自
分
な
り
の

診
療
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
ア
レ

ル
ギ
ー
外
来
が
専
門
で
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
免
疫
療
法
や

好
酸
球
性
中
耳
炎
・
副
鼻
腔
炎

な
ど
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
漢
方
治
療
な

ど
も
好
き
で
す
。
そ
れ
な
り
に

よ
い
お
給
料
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
が
で
き
る
こ
と
は
本

当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
仕
事
が
で
き
ず
苦
し
い
時

期
に
逃
げ
出
さ
な
く
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

所
属
し
て
い
る
耳
鼻
咽
喉
科

学
講
座
は
、
で
き
る
人
も
普
通

な
人
も
、
色
々
な
人
が
共
存
で

き
る
和
や
か
な
講
座
で
あ
り
、

多
く
の
人
に
居
心
地
の
良
い
講 去年の忘年会は「Perfect human」（矢印）

座
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

時
に
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科

診
療
は
、
中
耳
や
鼻
内
視
鏡
手

術
、
頭
頸
部
癌
手
術
な
ど
の
外

科
的
要
素
、
め
ま
い
診
療
の
よ

う
な
内
科
的
要
素
、
多
彩
な
側

面
を
持
つ
の
も
魅
力
で
す
。
多

く
の
学
生
さ
ん
、
研
修
医
の
先

生
方
に
選
択
し
て
ほ
し
い
診
療

科
だ
と
思
い
ま
す
。

　

駄
文
の
限
り
を
尽
く
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
わ
た
く
し
の
女

医
生
活
＆
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

の
紹
介
で
し
た
。

自
身
の
出
産
・
育
児
を
通
し
て

大
館
・
北
秋
田
地
域
医
療
推
進
学
講
座
　

助
教
　
三
　
浦
　
理
　
絵

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

　

現
在
大
館
・
北
秋
田
地
域
医

療
推
進
学
講
座
に
籍
を
置
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
大
館

や
北
秋
田
の
医
療
に
貢
献
で
き

て
お
ら
ず
恐
縮
な
の
で
す
が

…
）、
産
婦
人
科
の
三
浦
と
申

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
に
弘
前
大
学
を

卒
業
し
、
青
森
県
立
中
央
病
院

で
初
期
研
修
後
、
産
婦
人
科
教

室
に
入
室
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

臨
床
経
験
を
積
み
た
い
と
思

い
、
お
産
や
手
術
の
多
い
関
連

病
院
で
研
修
し
、
そ
の
後
大
学

院
に
入
学
、
産
婦
人
科
専
門
医

取
得
後
に
学
位
も
無
事
に
取
得

し
ま
し
た
。
お
産
も
手
術
も
好

き
、
つ
ま
り
仕
事
が
好
き
な
の

で
、
が
し
が
し
と
働
き
つ
つ
、

趣
味
の
音
楽
、
マ
ラ
ソ
ン
、

旅
行
等
や
り
た
い
こ
と
も
や
っ

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
九
年
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
子
供

を
授
か
り
、
自
身
で
出
産
す
る

と
い
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
育
休

中
に
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
初
め
て
自
分
の

思
う
通
り
に
行
動
で
き
な
い
、

自
分
以
外
の
色
々
な
事
に
仕
事

を
制
限
さ
れ
る
と
い
う
経
験
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
家
族
や
教

室
は
じ
め
周
囲
の
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
と
と
も

に
産
婦
人
科
が
意
外
に
も
妊

娠
、
育
児
中
に
も
働
き
や
す
い

科
（
教
室
）
だ
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
産
婦
人
科
は

周
産
期
、腫
瘍
、不
妊
な
ど
様
々

な
分
野
が
あ
り
ま
す
。
私
は
妊

娠
中
に
は
比
較
的
長
い
手
術
が

少
な
く
、
外
来
中
心
に
働
け
る

不
妊
診
療
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
出
産
は
青
森
市

に
里
帰
り
し
て
親
し
い
先
輩
先

生
に
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
か
な
り
遠
方
に
勤

め
て
い
る
夫
と
は
別
居
状
態
、

基
本
一
人
の
育
児
で
は
当
直
や

呼
び
出
し
に
対
応
で
き
な
い
た

め
、
十
一
月
か
ら
復
帰
し
た

現
在
も
当
直

や
病
棟
業
務

を
免
除
し
て

い
た
だ
き
、

外
来
と
手
術

を
中
心
に
診

療
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
こ
に

は
、
ご
配
慮

く
だ
さ
っ
た

教
授
は
じ
め

教
室
員
の
先

生
方
が
い
て

く
だ
さ
る
わ

け
で
、
本
当

に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
室

に
は
女
性
医

師
が
多
い
た
め
、
女
子
会
を
し

た
り
、
先
輩
マ
マ
の
先
生
た
ち

も
多
い
た
め
、
育
児
や
仕
事
復

帰
に
関
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
た
り
と
本
当
に
心
強
い
限

り
で
す
。
現
在
復
帰
し
て
一
ヶ

月
、
久
し
ぶ
り
の
臨
床
で
何
だ

か
ち
ょ
っ
と
勘
が
鈍
っ
て
い
る

か
？
と
思
う
こ
と
も
無
く
は
な

い
で
す
が
、
自
身
の
妊
娠
、
出

産
、
育
児
が
気
持
ち
の
面
で
仕

事
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
数
少
な

い
科
が
産
婦
人
科
か
な
、
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
様
々

な
分
野
が
あ
り
、
働
き
方
が
あ

る
の
で
、
や
る
気
が
あ
れ
ば
ど

ん
な
状
態
で
も
充
実
し
た
仕
事

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
と
、

言
い
つ
つ
、
当
直
を
再
開
し
、

本
当
の
意
味
で
の
仕
事
と
育
児

の
両
立
が
ど
う
な
る
か
、
自
分

で
も
未
知
の
世
界
で
す
。
産
婦

人
科
は
女
性
医
師
は
も
ち
ろ

ん
、
女
性
が
多
い
中
で
男
性
医

師
は
大
変
重
宝
さ
れ
、
様
々
な

チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
男

性
に
も
お
勧
め
で
す
。
一
緒
に

働
く
仲
間
が
増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

横山教授と人見知りが始まった息子との 3 ショット！
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ゴ

ル

フ

部

部
活
動
紹
介

医
学
部
医
学
科
四
年
　
千
　
葉
　
元
　
貴

　

二
〇
一
六
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
百
十
二

年
ぶ
り
に
ゴ
ル
フ
競
技
が
実
施

さ
れ
、
ま
た
松
山
英
樹
選
手
が

日
本
人
最
高
の
世
界
ラ
ン
ク
二

位
と
い
う
大
活
躍
を
さ
れ
、
ゴ

ル
フ
に
お
け
る
世
間
か
ら
の
注

目
度
は
年
々
増
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
一
般
的
に
お
じ

さ
ん
の
趣
味
と
思
わ
れ
て
い
た

ゴ
ル
フ
も
、
現
在
で
は
若
者
も

楽
し
め
る
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
密
か
に
人
気
を
集
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
今
回
、
弘
前
大
学
医
学
部
ゴ

ル
フ
部
は
ど
の
よ
う
な
部
活
な

の
か
、
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
ゴ
ル
フ
部
は
現
在
男

子
二
十
五
人
、
女
子
二
十
人
、

計
四
十
五
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
今
の
ゴ
ル
フ
人
気
を
受

け
て
か
、
こ
こ
二
年
ほ
ど
で
入

部
希
望
者
が
急
増
し
、
全
員
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
医
学
部
の
中
で
も
か
な
り

大
規
模
な
部
活
に
成
長
し
ま
し

た
。
ま
た
単
に
人
数
が
増
え
た

だ
け
で
な
く
、
昨
年
度
の
北
医

体
で
は
男
子
団
体
優
勝
、
女
子

弓

道

部

医
学
部
医
学
科
四
年
　
佐
々
木
　
　
　
勇

　

こ
ん
に
ち
は
、
弘
前
大
学
医

学
部
弓
道
部
で
す
。
本
部
活
動

は
弓
道
を
通
し
て
心
身
の
成
長

と
礼
節
を
学
ぶ
と
い
う
目
的
の

も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
各
学
年
〇
人
な
い
し
一
人

と
い
う
少
な
い
人
数
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
二
十

三
名
と
な
り
北
医
体
や
東
医
体

の
混
合
団
体
の
人
数
を
満
足
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

弓
道
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

よ
う
に
使
い
方
を
誤
る
と
人
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
入
部
初
期
の
指
導
が

非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
が
、

命
に
関
わ
る
も
の
を
週
数
回
の

活
動
で
一
か
ら
教
え
込
み
、
四 

ヶ
月
で
試
合
に
出
場
さ
せ
る
の

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
部
活
動
で
は
入

部
初
期
か
ら
一
人
で
行
射
で
き

る
と
判
断
さ
れ
る
ま
で
全
学
弓

道
部
に
て
活
動
す
る
こ
と
と
決

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
射
技

団
体
準
優
勝
、
今
年
度
は
北
医

体
で
男
女
と
も
に
団
体
準
優
勝

に
加
え
、
東
医
体
で
念
願
の
男

子
団
体
五
位
入
賞
を
果
た
す
と

い
う
実
績
も
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
大
会
に
て
個
人
優

勝
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
指
導
の

下
、
切
磋
琢
磨
し
、
着
実
に
力

を
つ
け
て
き
て
い
る
と
各
々
が

実
感
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

今
年
の
一
年
生
の
成
長
は
目
覚

ま
し
く
、
全
員
が
大
学
か
ら
ゴ

ル
フ
を
始
め
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
早
く
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
狙

え
る
実
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

彼
ら
に
刺
激
さ
れ
上
級
生
も
今

ま
で
以
上
に
熱
心
に
練
習
に
励

み
、
部
全
体
が
活
気
づ
い
て
き

ま
し
た
。
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
意

識
し
つ
つ
も
、
部
員
同
士
の
仲

は
良
く
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気

の
部
活
で
す
。

　

少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

大
学
か
ら
ゴ
ル
フ
と
い
う
と
お

金
持
ち
な
の
で
は
、
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

弘
前
大
学
医
学
部
ゴ
ル
フ
部
は

打
ち
っ
ぱ
な
し
場
や
ゴ
ル
フ
場

と
契
約
し
て
お
り
、
球
拾
い
や

キ
ャ
デ
ィ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す

る
こ
と
に
よ
り
無
料
で
打
ち
っ

ぱ
な
し
場
や
ゴ
ル
フ
場
を
使
用

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
基
本
的

な
練
習
に
は
お
金
が
か
か
ら

ず
、
誰
で
も
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め

る
部
活
で
す
。
今
後
も
こ
の
恵

ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し
つ
つ
、

存
分
に
生
か
し
、
よ
り
良
い
成

績
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
練
習
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
紀
行
⑫
～
⑭
（
医
学
部
ウ
ォ

ー
カ
ー
第
八
十
～
八
十
二
号
）
に

続
い
て
青
森
県
歴
史
街
道
界
隈
へ

と
足
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
前
号
で

辿
っ
た
松
前
街
道
を
青
森
市
油
川

ま
で
来
る
と
、
そ
こ
は
奥
州
街

道
・
羽
州
街
道
の
終
着
点
で
も
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
油
川
か
ら
し

ば
ら
く
奥
州
街
道
を
上
る
こ
と
と

し
て
、
次
回
以
降
に
続
く
大
豆
坂

道
・
田
名
部
街
道
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

湯
っ
た
ら
温
泉
（
第
六
十
一

湯

：

青
森
市
白
羽

：

二
十
三
時

迄
）
は
、
国
道
二
八
〇
号
・
油
川

駅
間
の
青
森
北
高
バ
ス
停
近
く
に

あ
り
ま
す
（
写
真
）。
浪
岡
地
区

を
除
く
青
森
市
内
の
温
泉
は
一
般

に
澄
ん
だ
湯
が
多
い
の
に
対
し

て
、
こ
の
温
泉
は
茶
褐
色
で
塩
味

の
す
る
刺
激
的
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

塩
化
物
泉
で
す
。
爽
快
な
露
天
風

湯
っ
た
ら
温
泉

沖
館
温
泉

こ
や
な
ぎ
温
泉

浅
虫
温
泉

⑮
鬼
　
島
　
　
　
宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

呂
も
あ
り
ま
す
。

　
沖
館
温
泉
（
第
六
十
二
湯

：

青

森
市
富
田

：

二
十
二
時
迄
）
は
、

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
分
岐
北
の
沖
館
地
区

に
あ
る
温
泉
銭
湯
で
、
単
純
温
泉

な
が
ら
肌
す
べ
す
べ
爽
快
感
の
あ

る
湯
で
す
。
鄙
び
系
で
は
な
い
の

で
す
が
、
昔
な
が
ら
の
銭
湯
の
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
地
元
に
根
付

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
や
な
ぎ
温
泉
（
第
六
十
三

湯

：

青
森
市
小
柳

：

二
十
一
時

迄
）
は
、
小
柳
小
学
校
脇
に
あ
る

街
中
銭
湯
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
・

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
酸
塩
泉
で
す
が
、

無
色
透
明
湯
が
湯
船
に
た
っ
ぷ
り

と
注
が
れ
て
い
ま
す
。
癖
が
な
い

温
泉
な
の
で
、
日
々
通
う
に
は
良

い
感
じ
で
し
ょ
う
。

　

浅
虫
温
泉
（
第
六
十
四
湯

：

青

森
市
浅
虫

：

各
宿
で
異
な
る
が
夕

方
ま
で
が
多
い

：

公
衆
浴
場
「
松

の
湯
」
二
十
一
時
迄
）
は
、
青
森

県
を
代
表
と
す
る
温
泉
地
で
、
青

森
の
奥
座
敷
と
し
て
約
四
十
軒
が

温
泉
街
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う

記
録
が
あ
り
ま
す
。
最
盛
期
に
比

べ
減
少
し
、
現
在
の
浅
虫
温
泉
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
十
一
軒
の

み
で
す
。「
麻
蒸
し
の
湯
」
に
名

が
由
来
す
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル

シ
ウ
ム
・
硫
酸
塩
・
塩
化
物
泉
は
、

平
均
泉
温
六
十
三
℃
も
あ
る
た

め
、
公
衆
浴
場
松
の
湯
の
近
く
に

は
飲
泉
所
・
温
泉
た
ま
ご
場
・
足

湯
が
あ
り
ま
す
（
写
真
）。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
飲
泉
は
一
般
的

で
す
が
、
国
内
で
飲
泉
で
き
る
場

所
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
限
ら

れ
た
温
泉
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
津
軽
藩
東
本
陣
当
時
か
ら
の

木
風
呂
（
御
湯
殿
一
七
八
八
年
築

ヒ
バ
材

：

写
真
）
や
棟
方
志
功
・

太
宰
治
ゆ
か
り
の
宿
な
ど
、
各
宿

で
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ

も
良
泉
で
す
。
冬
場
の
静
か
な
頃

に
弱
芒
硝
臭
泉
に
じ
っ
く
り
と
浸

れ
ば
、
平
安
の
世
か
ら
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
歴
史
の
湯
が
実
感
で
き

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
閉
館
す
る

温
泉
が
少
な
く
な
い
中
で
、
復
活

し
て
く
れ
た
頼
も
し
い
温
泉
も
次

号
以
降
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

医
学
部
弓
道
部
と
全
学
弓
道
部

と
の
交
流
も
目
的
の
一
つ
で

す
。
一
年
生
の
頃
か
ら
全
学
の

部
員
と
過
ご
す
こ
と
で
自
主
練

習
の
際
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
や

す
い
よ
う
な
環
境
を
構
築
し
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
良
好
な
関

係
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
他
大
学
と
の

交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
秋
田
大
学
医
学
部
弓
道
部

さ
ん
と
は
交
流
戦
及
び
懇
親
会

を
通
し
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

弓
道
の
話
を
し
ま
す
と
、「
的

中
さ
せ
る
こ
と
」
が
目
的
で
は

な
く
、「
結
果
的
に
的
中
す
る
」

た
め
に
自
己
の
射
技
向
上
、
精

神
面
の
修
練
を
積
む
こ
と
が
肝

要
と
な
り
ま
す
。
流
鏑
馬
を
除

い
て
、
的
と
自
分
は
基
本
的
に

動
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
的
を

射
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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う
こ
と
は
自
分
に
問
題
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
負
け
た

か
ら
と
言
っ
て
相
手
を
責
め
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
必
要
十
分
な
鍛
錬
を

行
っ
た
射
手
は
暗
闇
の
中
で
も

　

当
講
座
（
旧
内
科
学
第
１
講

座
）
の
沿
革
は
、
昭
和
二
十
一

年
五
月
に
初
代
・
故
松
永
藤
雄

名
誉
教
授
が
青
森
医
学
専
門
学

校
に
赴
任
し
た
の
が
端
緒
で
あ

り
、
爾
来
七
十
年
に
わ
た
っ
て

青
森
県
全
域
と
秋
田
県
北
の
地

域
医
療
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
九
年

に
第
四
代
・
福
田
眞
作
教
授
が

誕
生
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
医

学
部
附
属
病
院
長
に
専
任
中
で

す
。

　

当
講
座
は
、
消
化
管
・
肝
胆

膵
・
血
液
・
免
疫
と
い
う
幅
広

い
領
域
の
診
療
を
担
当
し
て
い

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
　
准
教
授
　
下
　
山
　
　
　
克

　

最
初
に
、
本
講
座
の
変
遷
を

簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
一
九
六

五
年
（
昭
和
四
十
年
）
弘
前
大

学
医
学
部
脳
卒
中
研
究
施
設
の

脳
神
経
生
理
学
講
座

脳
神
経
生
理
学
講
座
　
教
授
　
上
　
野
　
伸
　
哉

 　

本
書
は
内
閣
府
特

別
研
究
・
戦
略
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ

Ｐ
）「
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
な
防
災
・
減
災
機

能
の
強
化
」
の
補
助

を
い
た
だ
い
て
福
島

と
東
京
で
二
回
に
わ

た
り
開
催
し
た
、〝
災

害
医
療
フ
ォ
ー
ラ

ム
〟
の
講
演
を
一
挙

に
収
載
し
た
講
演
集

で
す
。
わ
が
国
は
災
害
大
国
で
す
が
、
首

都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、

さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
巨
大
台
風

の
襲
来
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
将

来
起
こ
り
う
る
大
災
害
に
対
し
て
医
療
施

設
は
患
者
を
如
何
に
守
る
べ
き
か
？
と
い

う
重
い
課
題
に
直
面
し
た
医
療
従
事
者

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ど
の
よ
う
に
行
動

し
て
患
者
と
職
員
を
守
っ
た
の
か
？
実
際

に
被
災
し
た
医
療
者
た
ち
の
貴
重
な
肉
声

を
収
載
し
て
い
ま
す
。
避
難
の
判
断
基
準

は
？
患
者
の
移
動
の
優
先
順
位
は
？
な
ど

を
実
際
の
経
験
か
ら
討
論
し
、
さ
ら
に
建

築
や
最
新
技
術
の
観
点
か
ら
も
、
防
災
に

つ
い
て
徹
底
討
論
を
し
て
い
ま
す
。
自
身

も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、
被
災
後
も
な

お
人
命
救
助
に
奔
走
し
た
医
療
者
た
ち
の

気
高
さ
か
が
胸
を
打
つ
一
大
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
医
療
施
設
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
も
有
用
な
一
冊

で
す
。

　

 

「
病
院
か
ら
の

　
　
　
　
全
患
者
避
難
」

福
田
　
幾
夫

（
胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座
　
教
授
）

書籍の
おしらせ

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座
教
授　

福
田
幾
夫　

編

Ｂ
５
判　

二
一
六
頁

株
式
会
社
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

定
価
（
本
体 

四
、六
〇
〇
円
＋
税
）

二
〇
一
七
年
八
月
発
行

的
を
射
抜
く
こ
と
が
で
き
、「
正

射
必
中
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

表
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
紹
介
と
い
う
割
に
は

弓
道
自
体
の
紹
介
も
含
め
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
部
員
が
ど
の

よ
う
な
考
え
の
も
と
日
々
の
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
に
つ

い
て
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。
練
習
を
重
ね
良
い

結
果
を
ご
報
告
で
き
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
弘
前
大
学
医
学
部
弓
道
部

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ま
す
。「
地
方
に
あ
っ
て
も
最

新
の
医
療
を
提
供
す
る
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、
新
し
い
診

断
・
治
療
を
積
極
的
に
導
入
し

て
い
ま
す
。
消
化
管
領
域
で

は
、
食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
に
対
す

る
経
口
内
視
鏡
的
筋
層
切
開
術

（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
を
施
行
で
き
る

北
東
北
で
唯
一
の
施
設
に
な
り

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
カ
プ
セ

ル
大
腸
内
視
鏡
検
査
も
開
始
し

ま
し
た
。
肝
疾
患
診
療
に
お
い

て
は
、
新
規
の
Ｃ
型
肝
炎
に
対

す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
Ｉ

Ｆ
Ｎ
）
フ
リ
ー
の
直
接
型
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
に
よ
る
治
療
を
行
っ

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ

ん
で
Ｉ
Ｆ
Ｎ
の
副
作
用
を
心
配

す
る
こ
と
な
く
治
療
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
血
液
疾

患
領
域
で
は
、
主
に
移
植
非
適

応
の
患
者
さ
ん
へ
強
力
化
学
療

法
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
同
種

造
血
幹
細
胞
移
植
の
適
応
が
あ

る
症
例
は
青
森
県
立
中
央
病
院

と
連
携
し
て
移
植
前
ま
で
の
治

療
を
当
院
で
行
っ
て
い
ま
す
。

免
疫
疾
患
領
域
で
は
、
外
来
化

学
療
法
室
で
の
イ
ン
フ
リ
キ
シ

マ
ブ
投
与
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
附
属
病
院
で
定
期
的
な

肝
臓
病
教
室
を
開
催
し
、
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
弘

前
大
学
職
員
の
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
診
も
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
主
な
研
究
は
、
消
化

管
領
域
で
は
早
期
消
化
管
癌
に

対
す
る
内
視
鏡
治
療
周
術
期
の

肉
体
的
ス
ト
レ
ス
の
評
価
、
炎

症
性
腸
疾
患
に
対
す
る
「
あ
お

も
り
藍
」
の
有
効
性
、
カ
プ
セ

ル
内
視
鏡
に
よ
る
小
腸
・
大
腸

病
変
の
同
時
診
断
、
放
射
線
科

と
共
同
で
行
っ
て
い
る
ク
ロ
ー

ン
病M

R enterography

ア
ト

ラ
ス
の
作
成
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
肝
疾
患
領
域
で
は
、
岩
木

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
、
疫
学
的
視
点
か
ら
非
ア

ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
の

病
態
に
つ
い
て
解
析
を
進
め
て

い
ま
す
。
血
液
疾
患
で
は
、
青

森
県
立
中
央
病
院
と
合
同
で
、

慢
性
期
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
で

の
ニ
ロ
チ
ニ
ブ
休
薬
後
の
分
子

遺
伝
学
的
効
果
の
維
持
率
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
か
ら
は
新
専

門
医
制
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、

当
科
で
は
附
属
病
院
で
幅
広
い

領
域
の
専
門
的
な
診
療
が
経
験

で
き
る
上
、
多
様
な
関
連
施
設

が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
攻
医
の

み
な
さ
ん
が
確
実
に
内
科
専
門

医
と
希
望
す
る
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ

ル
テ
ィ
ー
領
域
の
専
門
医
を
取

得
で
き
る
研
修
が
可
能
で
す
。

多
く
の
卒
業
生
が
内
科
医
を
目

指
し
て
当
科
を
選
択
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

発
足
後
、
一
九
七
八
年
に
脳
卒

中
研
究
施
設
に
新
た
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
増
設
し

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
八

九
年
（
平
成
元
年
）
に
脳
疾
患

研
究
施
設
の
機
能
回
復
部
門
と

し
て
名
称
変
更
。
さ
ら
に
二
〇

〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
に
付

属
脳
神
経
血
管
病
態
研
究
施

設　

脳
神
経
生
理
学
講
座
と
名

称
変
更
し
現
在
に
至
る
。
私
の

代
で
臨
床
系
講
座
か
ら
基
礎
系

講
座
に
な
り
既
に
十
年
た
ち
ま

す
が
、「
附
属
病
院
の
リ
ハ
ビ

リ
で
す
か
？
」
と
い
う
電
話
が

い
ま
だ
に
き
ま
す
。

　

現
在
講
座
ス
タ
ッ
フ
が
私
を

含
め
四
名
、
さ
ら
に
特
別
研
究

員
二
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
座
名
に
〝
生
理
〟
と
い

う
名
前
が
つ
い
て
い
る
よ
う

に
、
本
講
座
で
は
主
に
、
パ
ッ

チ
ク
ラ
ン
プ
を
は
じ
め
と
し
た

電
気
生
理
、
行
動
薬
理
、
行
動

解
析
、
脳
波
、
細
胞
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
を
利
用
し
たspine

形
態

等
の
解
析
を
行
い
研
究
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
講
座
名
に
関
係
な
く
、
講

座
ス
タ
ッ
フ
は
組
織
学
、
生
化

学
、
分
子
生
物
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
お

り
、
私
が
大
学
院
生
と
し
て
過

ご
し
た
い
わ
ゆ
る
生
理
学
講
座

と
は
だ
い
ぶ
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
。
私
自
身
は
麻
酔
医
と
し

て
麻
酔
薬
の
作
用
機
序
に
興
味

が
あ
り
、
大
学
院
入
学
後
よ
り

パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
た
イ

オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
機
能
の
解
析
か

ら
研
究
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
もGA

BA
-A

受
容
体

を
中
心
に
、受
容
体
輸
送
、チ
ャ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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冬
に
な
り
、
ま
た
入
学
試
験

の
季
節
が
巡
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
の
若

者
が
医
師
を
目
指
し
努
力
し
た

成
果
を
ほ
ぼ
一
発
勝
負
の
試
験

で
実
力
を
発
揮
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
試
練
の
場
で
す
。
一

方
で
留
年
者
の
増
加
に
伴
い
本

学
医
学
部
医
学
科
入
学
者
の
学

力
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
若
林
医
学
研
究
科
長
が
寄

稿
文
に
寄
せ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
本
学
医
学
部
医
学
科
の
定

員
の
約
半
数
が
地
域
定
着
枠
入

学
者
で
す
が
、
非
定
着
枠
入
学

者
と
比
べ
て
学
力
に
問
題
は
な

い
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

力
の
低
下
に
原
因
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
本
当
に

学
力
は
低
下
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
東
北
北
海
道
の
伝

統
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
す

る
生
徒
の
多
く
が
医
学
科
に
入

学
し
て
く
る
本
学
の
入
試
制
度

は
、
将
来
の
青
森
県
の
医
療
を

発
展
さ
せ
る
に
十
分
な
潜
在
能

力
を
持
っ
た
制
度
の
は
ず
で

す
。
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
投

稿
し
て
く
る
学
生
の
文
章
や
臨

床
実
習
で
接
す
る
学
生
の
態
度

か
ら
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
講
義
や
実
習

に
つ
い
て
来
ら
れ
な
い
学
生
が

い
る
の
も
事
実
の
よ
う
で
す
。

優
秀
な
学
生
＝
将
来
の
良
医
の

関
係
は
時
に
成
り
立
た
な
い
こ

と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
医
学
を
学
ぶ
に
適
し

た
学
生
を
選
別
す
る
私
た
ち
教

官
の
確
か
な
目
が
試
さ
れ
る
季

節
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

（
横
山　

記
）

ネ
ル
病
と
し
て
の
て
ん
か
ん
病

態
、
慢
性
痛
の
病
態
な
ど
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
経
緯
よ
り
本
講

座
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
基
本
的

にGA
BA

-A

受
容
体
の
可
塑

的
変
化
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

麻
酔
薬
の
効
果
発
現
機
序
、

GA
BA

-A

受
容
体
の
ト
ラ
フ

ィ
ッ
キ
ン
グ
機
構
、
受
容
体
細

胞
内
分
布
、
構
成
変
化
と
薬
物

も
し
く
は
病
態
と
の
関
係
を
追

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
一
四

年
よ
り
〝
附
属
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
〟
の

病
態
解
析
・
治
療
開
発
部
門
を

兼
任
し
て
お
り
、
自
閉
症
モ
デ

ル
動
物
を
は
じ
め
と
し
た
動
物

疾
患
モ
デ
ル
を
用
い
た
解
析
も

進
め
て
い
ま
す
。
講
座
ス
タ
ッ

フ
の
今
ま
で
の
特
徴
と
し
て
、

九
州
出
身
及
び
、
東
北
地
方
以

「秋の花粉症その２、ブタクサ花粉」
弘前市周辺のアレルギーの原因になる植物

耳鼻咽喉科学講座　教授　松　原　　　篤

　以前に、弘前市の秋の代表的花粉症
としてヨモギを紹介しましたが、やは
り秋の花粉症ではブタクサを忘れては
なりません。今回はブタクサ花粉症を
紹介します。
　日本でもっとも患者が多いことで有
名なスギ花粉症は、1964年に初めて
報告されましたが、ブタクサ花粉症の
症例報告はそれよりも早い1961年の
ことになります。実は、この報告によ
り日本でも花粉症の患者が存在するこ
とが明らかにされました。アレルギー
学にとっては、この1960年代はとて
も重要な時期となっています。いろい
ろな花粉症が次々に報告されただけで
なく、1966年にはそれまでレアギン
と呼ばれていたⅠ型アレルギーの原因
となる物質がIgE抗体であることを世
界で初めて石坂先生ご夫妻が明らかに
したのです。
　さて、このブタクサは北アメリカ原
産のキク科の外来植物で、特定外来生
物被害防止法では要注意外来
生物に指定されています。
ちょっと外を歩いてみると、
道端の空き地などに群生して
いるのが見られます。葉っぱ
の形は、同じキク科のヨモギ
とそっくりですが、花の形は
ヨモギでは先が少し垂れてい

るのに対して、ブタクサでは真直ぐ上
に伸びており、すぐに見分けがつきま
す。弘前ではブタクサ花粉の飛散時期
は、８月下旬頃から10月初旬頃まで
になります。ブタクサ花粉症は、関東
ではスギ・ヒノキ花粉症の次に重要な
花粉症とされていますが、弘前では幸
いなことにそれほど多くはありませ
ん。
　ブタクサの花粉は、スギの花粉やイ
ネ科の花粉より大きさが小さいため
に、喉や気管に吸い込みやすく、喉の
痛みや咳を引き起こしたり、喘息の原
因にもなると言われています。確かに
ブタクサ花粉を顕微鏡で観察して
ちょっとフォーカスを変えてみると、
表面全体がトゲトゲしていて痛そうで
すね。この花粉の写真を見ていたら、
伊東四郎さんが司会を努めていた、昔
の某クイズ番組に出てくるモヤット
ボールを思い出すのは私だけでしょう
か…？

ブタクサの花 花粉

外
の
出
身
者

が
多
く
、
短

期
間
で
異
動

す
る
と
傾
向

が
あ
り
ま

す
。
最
近
や

っ
と
、
大
館

出
身
者
が
仲

間
入
り
し
ま

し
た
。
弘
前

出
身
者
は
ま

だ
で
す
の

で
、
大
学
院

生
で
加
わ
っ

て
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

24 公益

公益社団法人　青森医学振興会

人 事 異 動（Ｈ29.9.1～Ｈ 29.11.30）

称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間
診療教授 平林　健 小児外科 平成29年10月1日~平成32年9月30日

診療教授等新規称号付与者（H29.9～H29.11）

⃝医学研究科
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
H29.9.1 生体構造医科学講座 助教 高橋　一人 市立函館病院
H29.10.1 泌尿器科学講座 助教 得居　範子 大館市立総合病院
H29.10.1 救急・災害医学講座 助手 赤石　真啓 つがる総合病院
H29.11.1 薬剤学講座 教授 新岡　丈典 秋田大学医学部附属病院薬剤部

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異 動 先 等

H29.9.30 整形外科学講座 准教授 柳澤　道朗 ひろさき温泉養生医院
H29.9.30 泌尿器科学講座 助教 今西　賢悟 （公財）鷹揚郷腎研究所青森病院
H29.9.30 救急・災害医学講座 助手 太田　大地 つがる総合病院
H29.9.30 地域救急医療学講座 助手 小川　哲也 公立野辺地病院　
H29.11.30 循環器腎臓内科学講座 講師 山田　雅大 済生会熊本病院

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

H29.10.1 胸部心臓血管外科学講座 助手 川村　知紀 高度救命救急センター　助手
H29.10.1 地域救急医療学講座 助手 藤田　拓 整形外科　助手
H29.11.1 放射線科学講座 助教 川口　英夫 放射線科　助教

●附属病院
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

H29.11.1 放射線部 講師 畑山　佳臣 放射線科学講座　助教

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
H29.9.1 集中治療部 助手 天内　絵理香 琉球大学
H29.10.1 整形外科 助教 原田　義史 青森県立中央病院
H29.10.1 泌尿器科 助教 日下　歩 市立函館病院
H29.10.1 泌尿器科 助教 細越　正吾 鷹揚郷腎研究所青森病院
H29.10.1 泌尿器科 助手 小玉　寛健 鷹揚郷腎研究所弘前病院
H29.10.1 内分泌内科，糖尿病代謝内科 助手 浅利　ゆう子 内分泌内科，糖尿病代謝内科 医員
H29.10.1 内分泌内科，糖尿病代謝内科 助手 大髙　英之 内分泌内科，糖尿病代謝内科 医員
H29.10.1 高度救命救急センター 助教 吉川　徹 函館渡辺病院
H29.10.1 整形外科 助教 千葉　大輔 青森労災病院
H29.10.1 産科婦人科 助教 小林　麻美 つがる総合病院
H29.11.1 放射線科 助手 藤岡　一太郎 放射線科　医員
H29.11.1 神経科精神科 助手 吉田　和貴 神経科精神科　医員

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異 動 先 等

H29.9.15 泌尿器科 助教 成田　拓磨 国立病院機構弘前病院
H29.9.30 泌尿器科 助教 及川　真亮 市立函館病院
H29.9.30 泌尿器科 助教 萩原　和久 大館市立総合病院
H29.9.30 泌尿器科 助手 野呂　大輔 むつ総合病院
H29.9.30 内分泌内科，糖尿病代謝内科 助教 松木　恒太 国立循環器病研究センター
H29.9.30 高度救命救急センター 助手 島田　拓 函館渡辺病院
H29.9.30 整形外科 助教 井上　亮 むつ総合病院
H29.9.30 神経科精神科 講師 佐藤　靖 大館市立総合病院
H29.9.30 産科婦人科 助教 阿部　和弘 つがる総合病院

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

H29.10.1 高度救命救急センター 助手 千代谷　真理 胸部心臓血管外科学講座　助手

臨床教授・臨床准教授称号付与者（H29.9～H29.11）
称 号 名 氏　　名 現　　職　　名 称号付与期間 推薦講座
臨床教授 重藤　龍比古 大館市立総合病院　産婦人科部長 平成29年10月1日~平成32年9月30日 産科婦人科学
臨床准教授 水野　豊 八戸市立市民病院　副院長 平成29年10月1日~平成32年9月30日 消化器外科学
臨床准教授 長谷部　達也 大館市立総合病院　外科部長 平成29年10月1日~平成32年9月30日 消化器外科学

臨床准教授 奈良岡　琢哉 黒石市国民健康保険黒石病院
整形外科部長 平成29年10月1日~平成32年9月30日 整形外科学

臨床准教授 成田　穂積 公立野辺地病院　整形外科医長 平成29年10月1日~平成32年9月30日 整形外科学

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ブタクサの花 花粉

http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/~neurophysiol/教室サイト


